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令和 7 年度 事業報告 

 

 令和 7 年度の亀山市社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中核的な団体として、地域共生社

会の実現に向け、誰もが安心して明るく元気に暮らすことのできる福祉のまちづくりの推進を目

指し、地域福祉計画及び中期経営計画、年度当初策定しました事業計画に基づき以下の事業を実

施いたしました。 

 

＜重点項目の実績＞ 

1 組織基盤の強化                              

〔実績評価及び今後の課題〕 

 中期経営計画に基づき、法人の使命、経営理念の実現に向け、組織基盤の強化に努めました。 

 社協会費については、昨年度と比較して普通会員及び特別会員ともに減少したため、改めて

会員制度の普及啓発に努め、加入促進を図っていきます。リスク管理やコンプライアンスに関

しては、現状での各係の業務におけるリスクの洗い出しを行い、管理体制の整備に取り組みま

した。令和 8 年度は、管理方法の定期的なチェック体制等について、更に整備を進めていきま

す。 

 財政面においては、令和 7 年度の法人全体の収支状況は昨年度に続き、プラスの収支差額と

なりました。生活介護事業所（つくしの家）及び計画相談支援事業所では、利用者の増に伴い、

収入も増加し、安定した収支状況となっています。さらには実質マイナス収支差額となってい

た訪問介護事業所拠点区分においても、本年度はプラス収支差額となりました。引き続き、三

役会、理事会等で福祉サービス事業についての経営分析、協議を行い、今後も安定した事業経

営を行っていきます。 

 また、人材育成については、中堅・若手職員のミーティンググループを立ち上げ、定期的に

対話を重ねることで、職員同士の相互理解を深め、コミュニケーションの円滑化を図り、働き

やすい職場づくりに努めました。引き続き、人材育成計画・研修計画に基づき、職員一人ひと

りが自己研鑽に努め、職員がやりがいを持って働くことができる環境づくりを目指し取り組ん

でいきます。 

 令和 8 年度は中期経営計画の最終年度となるため、これまでの課題・評価についての振り返

りを行い、次期計画の策定に取り組みます。 

 

２ 亀山市総合福祉計画（仮称）の一体的策定                  

〔実績評価及び今後の課題〕 

 亀山市と一体的に策定している第 2 次亀山市地域福祉計画（後期）が令和 8 年度で最終年度と

なることから、地域福祉、障がい福祉、高齢者福祉分野を統合した「亀山市総合福祉計画（仮称）」

の策定に向け、亀山市とともに地域まちづくり協議会を単位とした地域ヒアリングや福祉関係団

体への団体ヒアリングを行いました。令和 8 年度も引き続き、計画策定に向けて市と協働して取

り組んでいきます。 
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３ 地域福祉力向上重層的支援体制整備事業の推進                

〔実績評価及び今後の課題〕 

亀山市が令和 4 年度から取り組んでいる本事業について、本会としても市と一体となって、複

合的な課題を抱える世帯等に対し、分野を超えた多機関による支援が行えるよう、市に配置して

いる相談支援包括化推進員と本会に配置しているコミュニティソーシャルワーカー（CSW）が連

携し、課題解決に向けて取り組みました。 

毎年、様々な関係機関に説明に伺うことで CSW の役割が認知されてきています。令和 7 年度の

相談件数は、新規 71 件（前年比△18）、延べ 1,619 件（前年比＋64）と多くの相談支援にあたり

ました。特に子育て中の世帯からの相談が増加している傾向があるため、今後は教育委員会や学

校など教育関係機関との連携強化を図るとともに、不登校生徒等の義務教育終了後の支援体制の

構築を図っていきます。 

参加支援事業（重層的支援体制整備事業）と就労準備支援事業（生活困窮者自立支援事業）が

連動しながら、就労継続支援 B 型事業所、小売店などの一般の商店以外に、一般企業にも事業同

意いただき、少しずつ開拓を進め、登録は 13 事業所となっています。令和 7 年度までに 8 名(実

人数)の方が利用につながっており、今後も需要が見込まれます。 

またオンライン居場所での参加者は平均月 2～3 名であり、オンライン上で少しずつコミュニケ

ーションを図れるようになってきています。今後はオンラインから少しずつ対面での社会とのつ

ながりが持てるよう支援を継続して行っていきます。 

引き続き、重層的支援体制整備事業の中で位置づけられている「包括的相談支援事業」「多機関

協働事業」「アウトリーチ事業」「参加支援事業」「地域づくり事業」の各事業について、本会に配

置している、各部門の専門職が各機関と情報共有・連携しながら個別支援、地域支援、しくみづ

くりを行い、コミュニティソーシャルワークの充実に努めていきます。 

 

４ ボランティアセンターの機能強化       

〔実績評価及び今後の課題〕 

令和 7 年度から市民活動やボランティア活動の更なる活性化や、支援の充実につなげることを

目的に、市と社協が協働で亀山市市民活動・ボランティアセンター「ぷらっと」を設置しました。 

専任のボランティアコーディネーターを配置し、市の担当職員と情報共有及び協議、相談する

機会を持つことができたことで、相談件数が 220 件(前年比+177)と約 5 倍に増加しています。活

動内容としては、ボランティア活動を支援するため、ボランティアセンターとして団体及び個人

登録者に対し、団体助成、ボランティア活動保険の助成等を行うとともに、ニーズに応じたボラ

ンティアコーディネートを行いました。 

今後もニーズや状況に応じて、市民をはじめ、市民活動・ボランティア団体、企業、NPO など

様々な機関と連携し、ボランティアや市民活動による支援を必要としている人と活動団体をつな

げるコーディネート機能の強化を図りながら、情報の集約や発信、周知啓発について、市ととも

に取り組んでいきます。 
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５ 権利擁護に関する取り組みの充実                          

〔実績評価及び今後の課題〕 

本会では、権利擁護に関する取り組みとして、三重県社会福祉協議会から日常生活自立支援事

業を、亀山市から成年後見サポート事業をそれぞれ受託しています。これらの事業や相談窓口が

周知されてきたことから、地域包括支援センターや計画相談事業所、医療機関等からの相談が増

加してきています。 

日常生活自立支援事業は、昨年度 5 件の新規契約があり、判断能力が不十分な方に対し、福祉

サービスの利用援助や日常的な金銭管理等を行っています。専門員と生活支援員が定期的に利用

者に対して支援を行うことで利用者の生活の安定に大きな役割を果たしています。 

また、成年後見サポート事業は、令和 7 年度の延べ相談件数が 266 件（前年比+89）となり、

前年度に比べ大きく増加しました。これは新規相談の中で相談のみにとどまらず、申立まで至っ

た方に申立書類の作成支援をきめ細やかに行ったことや、申立書類を家庭裁判所に提出した後も

成年後見人が選任されるまでの間、伴走的に支援を続けたことで相談件数の増加に繋がりました。 

さらには、本会が後見人業務を担う法人後見についても、2 件受任しており、日々の金銭管理

に加え、入院や入所等の手続き等も行いました。 

昨年度に引き続き、金融機関と福祉分野の連携強化を図ることを目的に、市と市内の金融機関

を訪問し、判断能力が不十分な方などへの対応状況や連携のあり方について意見交換を行いまし

た。その結果、金融機関から本事業を紹介され本会に来所された方や、金融機関の窓口に職員が

出向き、その場で相談を受けるなど連携して支援につながったケースがありました。 

現在、国では頼れる身寄りがいない高齢者等への支援として、新たな事業の創設が検討されて

います。これらの事業においても市町社会福祉協議会が中心的な役割を担うことが期待されてい

ることから、動向を注視し、三重県社会福祉協議会とも連携しながら協議・検討を行っていきま

す。 

 

６ 地域包括ケアシステムの実現に向けた機能強化               

〔実績評価及び今後の課題〕 

鈴鹿亀山地区広域連合から基幹型地域包括支援センターを受託し、困難事例等の対応支援や地

域ケア個別会議・圏域会議の開催支援等、各地域包括支援センターの運営業務の後方支援を行い

ました。 

地域包括支援センターの職種ごとにワーキングを実施し、情報共有を行うとともに、市民を対

象とした介護予防教室や市内の介護サービス事業所を対象とした高齢者虐待防止研修会を開催す

るとともに、介護支援専門員のフォローを行いました。また、地域ケア会議の開催支援として地

域包括支援センターの職員を対象に地域ケア会議の進め方に関する研修を行い、各地域包括支援

センターの業務が円滑に行えるよう後方支援に努めました。 

今後も職種ごとのワーキングや研修会等を継続的に開催し、運営業務の平準化を図るとともに、

地域ケア会議を通じて地域課題の把握や、地域支援ネットワークの構築に努めていきます。 

生活支援コーディネーターが中心となり推進している、地域における支え合い・助け合いのし

くみであるちょこボラ（ちょこっと・ボランティア）については、現在活動している市内 5 地区

の団体を対象に交流会を開催し、情報交換を行い、活動の継続につなげました。引き続き地域の

状況を把握しながら継続的に支援を行うとともに、新たな立ち上げ支援も行っていきます。また、
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地域ネットワーク会議（協議体）にて「地域福祉カルテ」と「高齢者のための社会資源のしおり」

について協議し、内容の見直しを行い、活用の促進を図りました。今後も協議体を通じ、地域の

関係機関と連携しながら、高齢者が安心して自立した生活が送れる地域のしくみづくりを推進し

ていきます。 

認知症の人やその家族への相談業務や認知症に対する正しい知識の普及のため、市と社協に配

置している認知症地域支援推進員が中心となり、認知症カフェや認知症サポーター養成講座を開

催するとともに、チームオレンジかめやまの活動支援を行いました。令和 7 年度は認知症に関わ

るサポート医や三重県作業療法士会等と協働し、ブックレビューの小冊子を作成・配布し、チー

ムオレンジかめやまの活動の周知を行いました。また、認知症初期集中支援チームが本人や家族、

地域の支援者等から相談を受け、医療機関や福祉サービスにつながるよう支援しました。毎年、

医療機関やサロン団体にカナリアチームを周知・説明することで相談件数は増加していますが、

家族から相談があっても受診につなげることが難しいケースもあります。引き続き、認知症に対

する正しい理解を広め、早期発見・早期受診につなげるよう努めるとともに、認知症になっても

安心して暮らせる地域づくりを進めていきます。 

 

７ 福祉サービス事業の充実                           

〔実績評価及び今後の課題〕 

 生活介護事業「つくしの家」の運営について、年間をとおしてさまざまな行事や活動・地域交流を行ってお

り、昨年度から引き続き利用者の個々の能力に応じた調理活動にも取り組み、食への関心を深めています。

また、令和 7 年度からは利用者・家族へのアンケート調査の意見を踏まえ、体力維持のため運動する機会

を増やし、エクササイズの活動を取り入れ、ウォーキングやストレッチ器具で身体を動かす機会を設

けました。引き続き、個別支援計画に基づいて、利用者一人ひとりに合った支援を行っていきます。 

特定・障害児相談支援事業所を含めた障がい福祉サービス事業所としての収支状況は昨年度に引き続

き利用者の増によりプラス収支差額となりました。 

訪問介護・居宅介護事業については、事業規模は縮小しましたが、これまで実質マイナス収支差額だっ

たのが、プラス収支差額に改善され、年間を通して安定した事業運営ができました。 

これらの福祉サービス事業について、引き続き安定した運営が行えるよう、各部門及び関係機関と連携

しながら質の高いサービス提供を行っていきます。 
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1 法人運営事業【総務係】 

1 会務の運営 

①理事会（6 回） 

 第 1 回 令和 7 年 4 月 30 日（水）【書面決議】 

    議 題 

議案第 1 号 令和 7 年度共同募金配分金の助成について 

 

第 2 回 令和 7 年 6 月 4 日（水）【出席者】理事 9 名、監事 2 名 

    議 題 

議案第 1 号 評議員選任候補者の選考及び推薦並びに評議員選任・解任委員会 

の招集について 

議案第 2 号 令和 6 年度 事業報告及び決算について 

議案第 3 号 第 1 回評議員会の招集について 

報告第 1 号 会長及び常務理事の職務の執行状況の報告について 

    

第 3 回 令和 7 年 6 月 25 日（水）【出席者】理事 10 名、監事 2 名 

    議 題 

    議案第 1 号 会長、副会長及び常務理事の選任について 

 

第 4 回 令和 7 年 12 月 2 日（火）【出席者】理事 7 名、監事 2 名 

    議 題 

議案第 1 号 正規職員育児・介護休業規程の一部改正について 

議案第 2 号 第 2 回評議員会の招集について 

報告第 1 号 会長及び常務理事の職務の執行状況の報告について 

    

第 5 回 令和 8 年 2 月 25 日（水）【出席者】理事 8 名、監事 2 名 

    議 題 

議案第１号 評議員選任候補者の選考及び推薦並びに評議員選任・解任委員会 

の招集について 

議案第 2 号 第三者委員の選任について 

議案第 3 号 経理規程の一部改正について 

議案第 4 号 正規職員賃金規程の一部改正について 

議案第 5 号 令和 7 年度 資金収支（一次）補正予算について 

議案第 6 号 令和 8 年度 事業計画及び資金収支予算について 

議案第 7 号 令和 8 年度 役員等賠償責任保険契約について 

議案第 8 号 第 3 回評議員会の招集について 
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   第 6 回 令和 8 年 3 月 27 日（金）【書面決議】 

    議 題 

議案第 1 号 正規職員賃金規程の一部改正について 

 

②評議員会（3 回） 

第 1 回 令和 7 年 6 月 25 日（水）【出席者】評議員 12 名 

    議 題 

    議案第１号 理事及び監事の選任について 

議案第 2 号 令和 6 年度 事業報告及び決算について 

 

第 2 回 令和 7 年 12 月 22 日（月）【出席者】評議員 13 名 

    議 題 

    報告事項  令和 7 年度 中間事業報告（令和 7 年 4 月～9 月）について 

  

第 3 回 令和 8 年 3 月 17 日（火）【出席者】評議員 11 名 

    議 題 

議案第 1 号 令和 7 年度 資金収支（一次）補正予算について 

議案第 2 号 令和 8 年度 事業計画及び資金収支予算について 

 

③評議員選任・解任委員会（2 回） 

 第 1 回 令和 7 年 6 月 11 日（水）【出席者】選任・解任委員 5 名 

  議 題 評議員の選任について 

 第 2 回 令和 8 年 3 月 2 日（月）【出席者】選任・解任委員 5 名 

  議 題 評議員の選任について 

  

④監事監査（2 回） 

   第 1 回 令和 7 年 5 月 27 日（火）【出席者】監事 2 名 

    議 題 令和 6 年度 事業報告及び収支決算の監査について 

第 2 回 令和 7 年 10 月 30 日（木）【出席者】監事 2 名 

    議 題 令和 7 年度中間監査について（令和 7 年 4 月～9 月） 

 

⑤三役会（会長・副会長・常務理事）（6 回） 

 第 1 回 令和 7 年 4 月 28 日（月） 

    議 題 （1）理事会（書面決議）及び評議員会（書面決議）提出議案について 

        （2）令和 7 年度福祉ボランティア基金助成について 

        （3）各係の目標について 

 第 2 回 令和 7 年 5 月 22 日（木） 

    議 題 （1）理事会及び評議員会提出議案について 
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 第 3 回 令和 7 年 8 月 27 日（水） 

    議 題 （1）ボランティアセンター事業について 

        （2）福祉サービス事業係の運営状況について 

   第 4 回 令和 7 年 10 月 22 日（水） 

    議 題 （1）令和 7 年度 中間事業報告（令和 7 年 4 月～9 月）について 

   第 5 回 令和 7 年 11 月 21 日（金） 

    議 題 （1）理事会及び評議員会提出議案について 

        （2）福祉サービス事業係の運営状況等について 

   第 6 回 令和 8 年 2 月 9 日（月）［雪のため開催中止］ 

    議 題 （1）理事会及び評議員会提出議案について 

 

⑥役職員研修の実施 

   社会福祉協議会の役員等の役割について理解を深めることを目的に役職員研修を実施しま

した。 

    実施日：令和 7 年 9 月 25 日（木） 

    場 所：社会福祉センター【オンライン】 

    内 容：令和 7 年度社会福祉協議会役員セミナー ※県社協主催 

        テーマ「社会福祉協議会の役員等に求められる役割と責任」 

    講 師：一般社団法人福祉経営管理実践研究会 会長 林 光行 氏 

    出席者：役職員 18 名（理事 4 名、監事 1 名、評議員 11 名、職員 2 名） 

  

⑦第三者委員報告会 

利用者等からの苦情に対して社会性や客観性を確保するとともに、利用者等の立場や特性

に配慮した適切な対応を推進するため、第三者委員を選任し報告会を行いました。 

   実施日 令和 8 年 3 月 25 日（水） 

   場 所 総合保健福祉センター 

   内 容 令和 7 年度 苦情受付件数及び対応件数 1 件 

       （うち話し合いへの第三者委員の助言、立ち合い 0 件） 

 

⑧各種団体等への事業説明・意見交換会 

（１）亀山市議会教育民生委員会との意見交換会 

   本会の事業概要や意見交換の場として、市議会教育民生委員会と意見交換会を行いました。 

実施日 令和 7 年 7 月 31 日（木） 

場 所 市役所 第 1 委員会室 

内 容 社会福祉協議会との意見交換会 

出席者 会長他職員 5 名 
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2 基盤の強化 

①会員制度の啓発及び推進 

                                （単位：件、円） 

実施期間 普通会員 特別会員 7 年度 6 年度 増減額 

7 月 9,835 5 3,309,530 3,426,235 △116,705 

 

②中期経営計画の推進 

  法人の使命・経営理念の実現に向け、地域福祉を推進する組織として、本会が将来にわたっ

て安定的に事業を継続するための中期経営計画の推進について、単年度ごとの進捗状況を理事

会において評価し、評価シートをホームページに公開しました。 

  ［計画期間 令和 4 年度～令和 8 年度（5 年間）］ 

（１）職員ヒアリングの実施 

  次期計画策定に向け、中堅職員に対し、現計画の振り返り及び現状の把握を行いました。 

   実施日 令和 8 年 2 月 27 日（金） 

   場 所 総合保健福祉センター 

   オブサーバー G-UPCoaching 代表 葛巻 直樹 氏 

   出席者 中堅職員 7 名 

 

③人材育成計画・研修計画の推進 

  人材育成計画に基づき、各係の目標を設定し、職員面談等を行いながら、各職員が係の目標

に到達できるよう取り組むべき行動目標を示すとともに、職員別育成計画書に基づき、職員の

人材育成に取り組みました。また毎年策定する研修計画に基づき、職員に対し階層別研修及び

専門研修を計画的に実施しました。 

 

④職員の相互理解を深めるための職員ミーティングの実施 

  中堅職員が中心となり、職員同士の相互理解を深め、コミュニケーションの円滑化を図るこ

とを目的とし、定期的に係を超えた職員ミーティングを実施しました。また 7 年度は若手職員

のミーティンググループも立ち上げ、管理職員と中堅職員との対話会や、中堅職員と若手職員

との対話会等を実施しました。 

  実施回数：中堅職員 11 回、若手職員 9 回 

 

⑤職員研修の実施 

  職場におけるメンタルヘルス対策として、セルフケア研修を 2 回に分けて実施しました。 

   実施日 令和 7 年 4 月 22 日（火）、25 日（金） 

   場 所 総合保健福祉センター  

   内 容 職場のメンタルヘルス対策（セルフケア） 

   講 師 三重産業保健総合支援センター 中川 朋子 氏 

   出席者 本会職員 41 名 
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  利用者支援や職員間のコミュニケーションを円滑にすることを目的に、アンガーマネジメン

ト研修を実施しました。 

   実施日 令和 7 年 8 月 6 日（水） 

   場 所 社会福祉センター 

   内 容 アンガーマネジメント研修 

   講 師 一般社団法人アンガーマネジメント協会 松本 健佑 氏 

   出席者 本会職員 17 名 

 

  職員の交通安全意識を高め、事故リスクを低減するため、全職員を対象に職員交通安全講習

会を 2 回に分けて実施しました。 

   実施日 令和 7 年 9 月 16 日（火）、18 日（木） 

   場 所 総合保健福祉センター及び社会福祉センター 

   内 容 職員交通安全講習会 

   講 師 亀山警察署 交通課長 山本 麻美 氏 

   出席者 本会職員 48 名 

 

3 社会福祉大会事業 ＜市補助事業＞ 

①第 21 回亀山市社会福祉大会 

市と共催で、亀山市における社会福祉関係者が一堂に会し、今後の更なる努力を誓い、併

せて亀山市の社会福祉の発展に功績のあった方々を表彰し、感謝を表するため開催いたしま

した。 

   実施日 令和 7 年 10 月 27 日（月） 

   場 所 亀山市文化会館 中央コミュニティセンター 

   内 容 表彰状・感謝状授与  

       記念講演 

演題 「自然災害に備えて ～平時からの『つながり』が命を守る～」 

        講師 認定特定非営利活動法人長野県 NPO センター 

           事務局次長 古越 武彦 氏 

   参加者 約 120 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

10 

4 福祉移送サービス事業 ＜市委託事業＞ 

「住みよい福祉のまちづくり」を推進することを目的として、歩行困難の方や寝たきり状

態の方を対象に、福祉移送サービスを実施いたしました。 

                         （単位：名、回） 

 7 年度 6 年度 増減 

登録者数 31 35 △4 

延べ運行回数 1,234 1,476 △242 

 

＜7 年度内訳＞                         （単位：円、回） 

月 
運行費 

（年会費含む） 

内  容 
運行回数 

リハビリ・診察 透析 その他 

4 62,800 66 67 4 137 

5 29,400 49 64 8 121 

6 39,800 53 68 5 126 

7 26,800 51 69 0 120 

8 22,400 37 60 6 103 

9 23,200 34 48 3 85 

10 23,200 39 51 2 92 

11 20,800 28 40 3 71 

12 19,000 38 48 3 89 

1 24,800 45 48 3 96 

2 29,000 53 40 3 96 

3 26,400 42 50 6 98 

計 347,600 535 653 46 1,234 

      ※その他：病院への入退院、施設への入退所など 

 

5 介護機器貸し出し事業 

健康増進と家族の身体的、精神的な負担の軽減を図り、社会参加を促進することを目的と

して、在宅の寝たきり高齢者及び障がい児（者）などに対して車椅子及び歩行器を貸し出し

ました。 

（単位：件） 

 7 年度 6 年度 増減 

車椅子 215 261 △46 

歩行器 1 3 △2 
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6 入れ歯リサイクル事業 

   入れ歯に使われている金属をリサイクル資源として回収し、収益金を世界中の恵まれない

子供たちのために役立てようとする「入れ歯リサイクル事業」を行いました。総合保健福祉

センター及び社会福祉センターに回収ボックスを設置し、投入された入れ歯をＮＰＯ法人日

本入れ歯リサイクル協会が回収し、益金を日本ユニセフ協会へ納めています。 

（単位：円） 

 7 年度 6 年度 増減 

収入金額 17,513 10,690 6,823 

 

7 日本赤十字社との連絡及び協力 

①日本赤十字社社資募集  

                         （単位：円） 

実施期間 7 年度 6 年度 増減額 

5 月 4,266,250 4,352,549 △86,299 

※日本赤十字社三重県支部亀山市地区事務局 

 

8 亀山市社会福祉法人連絡会への参画及び支援 

市内に事業所がある社会福祉法人が相互に連携及び情報共有、地域における公益的な取り

組みを推進するため、亀山市社会福祉法人連絡会への参画及び事務局支援を行いました。 

①連絡会の運営 

◆総会（1 回） 

第 1 回 令和 7 年 4 月 24 日（木）【オンライン開催】 

協議事項（1）令和 6 年度 事業報告及び収支決算について 

（2）令和 7 年度 事業計画及び収支予算について 

参加団体 13 法人、亀山市（オブザーバー） 

◆全体会（研修会）（1 回） 

 実施日 令和 8 年 1 月 27 日（火）【オンライン開催】 

内 容 静岡県における法人間連携の取り組みについて 

講 師 社会福祉法人 静岡県社会福祉協議会 小澤 裕美 氏、杉 亜佑美 氏 

参加団体 13 法人、亀山市（オブザーバー） 

 

②地域公益活動への取り組み 

  ◆拠点等を活用した地域支援 

    各法人が提供できる貸出可能な施設、車両、テント、イス等の備品の貸出を行いました。 

    貸出件数：10 件 
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③その他 

  ◆上水道濁水に伴う給水所の設置及び飲料水の提供に関する要望書の提出 

市内の一部地域にて水道水に濁りが発生し、参画法人（ケアフル亀山）の施設内で水道

水が使用できない等の影響が出たため、法人敷地内への給水所の設置及び飲料水の提供に

関する要望書を提出しました。 

提出日 令和 7 年 11 月 6 日（木） 

提出先 亀山市 

 

9 福祉団体の事務及び助成 

①団体事務局 

  （1）亀山市民生委員児童委員協議会連合会 

  （2）亀山市老人クラブ連合会 

  （3）亀山更生保護女性会 

  （4）亀山市遺族会 

      

10 能登半島地震における被災地支援 

令和 6 年 1 月 1 日に発生した、令和 6 年能登半島地震について、被災された方々を支援す

るため募金箱の設置、義援金の受付を行いました。 

①募金箱の設置、災害義援金の受付 

   募金箱の設置場所 総合保健福祉センター、市役所本庁舎、関支所、図書館［計 4 か所］ 

   義援金受付額   総額：4,200,557 円（令和 7 年度受付額：283,230 円［15 件］） 
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2 地域福祉事業【地域福祉係】  

１ 第 2 次亀山市地域福祉計画（後期）の推進 

  誰もが住み慣れた地域で、安心した暮らしが続けられるよう、住民と福祉関係の事業者・団

体、行政が力を合わせて地域の福祉課題の解決に向け取り組み、地域共生社会の実現を図るた

め亀山市と一体的に策定した第 2 次亀山市地域福祉計画（後期）の推進に努めました。 

①亀山市地域福祉推進委員会の開催 

第 1 回 令和 7 年 9 月 2 日（火）【出席者】委員 13 名 

 議 題 

 ・委員の委嘱及び委員長・副委員長の選任について 

・第 2 次地域福祉計画 (後期)の令和 6 年度実績について 

・地域福祉力向上重層的支援体制整備事業の令和 6 年度実績について 

・亀山市総合福祉計画（仮称）の策定について 

 

第 2 回 令和 8 年 3 月 19 日（木）【出席者】委員 16 名 

議 題 

・委員の委嘱について 

・亀山市総合福祉計画（仮称）について 

 

②ヒアリング調査の実施 

   令和 8 年度で現計画が最終年度となり、次期計画である総合福祉計画（仮称）の策定にあ

たり、亀山市とともに地域・関係団体にヒアリングを行い、課題の整理を行いました。 

   実施期間 令和 7 年 10 月～12 月 

   調査先  地域ヒアリング（22 地区） 

        団体ヒアリング（25 団体） 
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２ 地域福祉力向上重層的支援体制整備事業 

コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の配置  ＜市受託事業＞ 

  既存の法制度では支援することが困難な「制度の狭間」の問題（ゴミ屋敷、ひきこもり、孤

独死など）、多様化・複合化する福祉課題の解決に取り組むとともに、地域で福祉課題を解決す

る仕組みを構築し、地域における助け合い・支え合い活動を支援するコミュニティソーシャル

ワーカー（CSW）を設置しました。 

①相談実績 

◆相談件数                           （単位：件） 

  個別支援 
地域 

支援 
7 年度 6 年度 増減 

高齢 障がい 
母子 

(子育て) 

その他 

（困窮含） 

複合的な課題

を抱えた世帯 

新規相談 10 8 0 23 24 6 71 89 △18 

延べ相談 35 204 17 587 736 40 1,619 1,555 64 

◆相談経緯（新規）                       （単位：件） 

 
本人 

民生委員 

福祉委員 

地域 

住民 
家族 

福祉 

機関 

医療 

機関 

行政 

機関 

教育 

機関 
その他 7 年度 

相談件数 5 6 2 12 6 3 6 23 9 72 

      ※重複あり 

②プラン作成件数                        （単位：件） 

 計 新規 継続 終結 

トータルケアプラン［多機関協働事業］ 23 7 16 1 

参加支援事業 9 4 5 0 

アウトリーチ等を通じた継続的支援事業 16 9 7 1 

 

③参加支援への取組み 

（１）亀山市参加支援（就労体験等）事業 

   既存の福祉サービスなどでは対応できない対象者のニーズに対応するため、福祉サービス

事業所や民間事業所などに就労体験等の場を提供いただき、地域の社会資源等を活用し、社

会とのつながりづくりとして事業を実施しました。 

    支援対象者 5 名 

    体験日数  延べ 417 日 

    協力事業所 6 事業所（登録 13 事業所） 

          

（２）オンライン居場所の実施 

   対面でのコミュニケーションが難しい方や、精神的な理由等により、外出や仕事に行くこ

とができないなど、一人ひとりの状況やニーズに応じて、個人を特定されず気軽に参加でき

るオンライン居場所を実施しました。 

    実施日 毎月第 4 金曜日 

参加者 延べ 26 名 
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④包括的支援体制の推進 

  ・支援会議・相談支援包括化サポート会議       12 回（月 1 回開催） 

・相談支援包括化サポート担当者会議        26 回 

・不登校児童生徒支援コーディネーター連絡会     1 回 

・多機関協働による包括的支援体制づくり（全庁展開）に向けた説明会 

 教育委員会、ふれあい教室、県立高校 1 校 

 

⑤地域への周知・関わり・会議への参加 

   地域での話し合いの場に参加  39 回 

   福祉委員会への参加      22 回 

 

⑥実践発表 

実施日 発表先 内容 

令和 7年 6月 6日（金） 
南伊勢町社会福祉協議会 

［視察受入］ 

亀山市の重層的支援体制整備事

業の取組みについて 

令和 7年 6月 12日（木） 
亀山市教育委員会 

［学校経営研修会］ 

「誰一人取り残さない教育をめざし

て～みんなでつながり、支え合う教

福連携の必要性～」 

令和 7年 10月 8日（水） 
亀山東小学校 

［職員全体研修会］ 

「亀山市における重層的支援体制

整備事業について～誰一人取り残

さない教育をめざして～」 

令和 7年 11月 12日（水） 
愛媛県中予保健所 

［ひきこもり支援検討会］ 

「亀山市におけるひきこもり支援ス

テーション事業について」 

～誰ひとり取り残さないまち、亀山

をめざして～ 

令和 7年 12月 12日（金） 
すずらんの会 

［座談会］ 

親亡き後の「当事者と社会のつな

がり」 

令和 8年 1月 29日（木） 
亀山市子ども未来部 

［子どもの育ちに関する研修会］ 

亀山市における重層的支援体制

整備事業について 

令和 8年 2月 4日（水） 
鈴鹿市社会福祉協議会 

［視察受入］ 
参加支援事業について 
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３ 小地域ネットワーク活動事業 

①地区福祉委員会の設置促進及び活動支援 

         （地区まちづくり協議会助成事業）＜社協会費＞ 

 福祉のまちづくりを進めていく地域福祉の推進役として、全 22 地区 327 名の方に委嘱しまし

た。また、地域特性に応じた福祉活動を展開することを目的に助成事業を行うとともに、地区福

祉委員会が行う交流活動や訪問活動、研修会などについてコーディネートを行いました。 

・福祉委員の選出 計 327 名（6 年度 332 名） 

 

＜地区まちづくり協議会別福祉委員活動状況＞                （単位：名、地区） 

No 地区名 委員 小地域ネットワーク活動・地区福祉委員会活動助成事業（主な事業） 

1 昼生 6 小学生と一人暮らし高齢者訪問、ふれあい歌の広場、バルーンアートで遊ぼう 

2 井田川南 25 ふれあいグランドゴルフ大会、高齢者訪問 

3 井田川北 37 高齢者への訪問 

4 川崎 28 みんな元気で楽しい集い 

5 野登 15 一人暮らし高齢者訪問活動・配食訪問活動、三世代交流事業 

6 白川 10 小学生との高齢者訪問活動、そば作り交流、夏祭り、明星祭 

7 神辺 16 高齢者訪問、グラウンドゴルフ大会、文化祭・敬老会  

8 野村 26 高齢者訪問、いきいきサロン、ぴよぴよサロン、長寿を祝う会、イルミネーション 

9 城東 7 しろやまさろん、みんなのつどい 

10 城西 10 高齢者訪問、お楽しみ会 

11 城北 8 一人暮らし高齢者訪問、ふれあい交流会 

12 御幸 8 高齢者訪問、感謝のつどい、文化祭 

13 本町 7 いきいきサロン「地域の茶の間」、春のつどい、敬老会 

14 北東 6 一人暮らし高齢者訪問、自遊ひろば、敬老会 

15 東部 29 

 

 

高齢者訪問、老人球技大会、敬老会 

16 天神・和賀 10 一人暮らし高齢者訪問活動、ミニサロン、敬老会、三世代交流祭 

17 南部 9 高齢者訪問、研修会（福祉委員向け）、ふれあい大運動会、いきいきふれあいサロン 

18 関宿 34 高齢者見守り訪問活動、ゴキブリ団子作り、孫と遊ぼう会、敬老のつどい 

19 

 

関北部 7 高齢者訪問、もちつき大会 

20 関南部 12 

 

 

高齢者訪問、民生委員との情報交換会、健康づくり講座、歩こう会 

 

 

21 加太 7 

 

高齢者訪問、加太健康長寿を祝う会 

 

 

22 

 

坂下 10 

 

 

 

訪問配食活動、敬老会、ふれあい交流会 

計 327 

 

 

 

12 
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②福祉委員研修会 

（１）福祉委員新任研修会 

    福祉委員活動を行うための実践的な技術と意識の向上を図るために、個人ワークを用い

ながら、新任の福祉委員を対象に研修会を 2 回に分けて開催しました。 

実施日 令和 7 年 7 月 4 日（金）①13:30～15:00 ②19:00～20:30 

    場 所 総合保健福祉センター 

    内 容 講義及びワークショップ 

    テーマ 「福祉委員の役割を地域の身近な『見守り活動』から考えあってみましょう』  

    講 師 地域福祉係 

    参加者 70 名 

 

（２）福祉委員研修会（障がい理解について） 

    障がいの概念や生活のしづらさ、関わり方を学び、全ての方が住み慣れた地域でお互い

に支え合い生活し続けられるよう共生社会の実現に向け研修会を開催しました。 

   実施日 令和 7 年 10 月 24 日（金） 

   場 所 社会福祉センター 

    内 容 講義 

    テーマ  ①亀山市の障がい者福祉の現状について 

②障がい者総合相談支援センターあいの体制‐相談窓口について‐ 

③障がい理解と共生社会について 

    講 師 亀山市健康福祉部地域福祉課障がい者支援グループ 中川 陽亮 氏 

障がい者総合相談支援センターあい        辻  朋子 氏 

        UD アドバイザー                 中川 桃子 氏 

    参加者 38 名 

  

（３）福祉委員対象認知症サポーター養成講座 

    地域包括支援センターと共催で、認知症の正しい理解と日頃の見守り活動に役立てるこ

とを目的とし、「認知症サポーター養成講座」を開催しました。 

   実施日 令和 8 年 1 月 30 日（金） 

   場 所 社会福祉センター 

   内 容 講義及びグループワーク 

   講 師 亀山第 1 地域包括支援センターぼたん 

亀山第 2 地域包括支援センターもくれん 

地域包括ケア推進係 

   参加者 21 名 
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③安心見守り訪問事業  ＜歳末たすけあい配分金事業＞ 

   地区福祉委員会を中心に地域内の 75 歳以上一人暮らし高齢者を対象に見守り訪問活動を

行い、不織布マスクを配布しました。 

   実施地区 22 地区 

   実施期間 令和 7 年 12 月～令和 8 年 3 月 

（単位：件） 

 7 年度 6 年度 増減 

配布数 1,172 1,106 66 

 

４ ボランティアセンター事業 

亀山市が令和 7 年度から市民協働センターの機能強化に取り組むことに伴い、ボランティア

センターを市民協働センターに集約し、一体的な拠点として、専任のコーディネーターを配置

しました。市民をはじめ、市民活動・ボランティア団体、企業、NPO などと協働しながら、市

民活動及びボランティアに関する相談、マッチング、団体支援、人材育成、情報収集、情報発

信などの中間支援機能を担いました。 

 

①相談・助言、マッチング機能 

（１）ボランティアコーディネート 

   ボランティアを必要としている方、また活動を始めたい方などに連絡、調整、斡旋などの

ボランティアコーディネートを行いました。        

  （単位：件） 

 7 年度 6 年度 増減 

相談件数 220 43 177 

 

（２）ボランティア保険加入手続 

   安心してボランティア活動ができるための基礎環境の整備として、ボランティアセンター

登録団体及び個人に対し、ボランティア活動保険助成を行うとともに、ボランティア保険の

加入促進を図りました。     

                             （単位：件、人） 

 活動保険 行事用保険 
福祉サービス 
総合補償 

送迎サービス 
補償 

件 数 53 64 8 2 

人 数 1,739 5,457 2,420 3,050 
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②団体支援 

（１）ボランティアセンター登録者（団体及び個人）            ＜50 音順＞ 

No 団      体      名 活     動     内     容 7 年度 6 年度 増減 

1 アモーレかめやま 市内施設・イベント等での演奏活動 12 12 0 

2 安心を備える女性の会(CEF) 女性の視点の防災・減災ボランティア 6 7 △1 

3 NPO 法人ぽっかぽかの会 障がい児（者）の就労の場を作るための活動 55 54 1 

4 おはなしの会マミーズ 絵本の読み聞かせボランティア 12 12 0 

5 介護アロマ三重サークル亀山 アロマ精油を使って高齢者施設へ慰問 9 11 △2 

6 かみきりむしの会 市内施設・教育機関等での工作ボランティア 12 12 0 

7 亀山絵本と童話の会 絵本や童話の創作、絵本・折り紙教室等 13 14 △1 

8 亀山おもちゃの病院 おもちゃの病院（修理）の開院 8 7 1 

9 亀山親亡き後を考える会つむぐ 障がいのある子どもを持つ親の各種活動 14 14 0 

10 亀山社中 地域福祉イベントの企画・運営 3 3 0 

11 かめやま防災ネットワーク 防災に関する出前講座の実施 15 13 2 

12 亀山ボードゲーム会ひっと ﾎﾞｰﾄﾞｹﾞｰﾑを通じた地域交流、ｲﾍﾞﾝﾄの実施 3 3 0 

13 亀山民話を語る会 福祉施設・学校等での民話普及活動 11 10 1 

14 亀山朗読奉仕会 市広報等の録音テープ作成等 14 14 0 

15 カラオケボランティアローズ 高齢者施設でのカラオケボランティア 5 5 0 

16 きぼうの会 野村きぼう苑での歌と踊りのボランティア 14 17 △ 3 

17 キューティ♡いくみ 福祉施設での演奏活動 2  2 

18 傾聴かめやま 福祉施設での傾聴活動 9 9 0 

19 子育て支援「かめのこ」 ファミリーサポート活動、託児ボランティア 126 119 7 

20 災害通信ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ亀山 災害時アマチュア無線ボランティア 14 14 0 

21 在宅福祉ネットワーク愛里寿 地域ネットワーク活動、施設・イベント等協力 34 26 8 

22 ジョイアス亀山 こども食堂、子ども見守り活動、ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ等 7 7 0 

23 椿世ひまわり会 町内イベント等の調理や高齢者宅の草刈り等 13 13 0 

24 （特非）亀っ子サポート 生きづらさを持つ青少年に並走型ｻﾎﾟｰﾄ 26 26 0 

25 浮腫ケアと運動療法を楽しむ会  リンパについての講演会等の実施 5 5 0 

26 文化筝 「華音流」「箏兄」 福祉施設・イベント等での演奏活動 24 28 △4 

27 
みえ呼吸嚥下リハビリクリニック

ボランティアグループ 

在宅療養者の方の食事や買い物等の外出機会

を提供する 
32 35 △3 

28 みっくすどろっぷす 障がい児(者)と家族の交流の場、勉強会の開催等 4 4 0 

29 個人ボランティア 災害支援等 10 7 3 

 亀の会 ふれあい教室とのボランティア活動等  7 △7 

 亀山点訳友の会 点字・点訳図書の作成と講習  5 △5 

 義勇者(災害支援グループ) 災害支援活動全般  3 △3 

 クローバーの会 こころのサポートボランティア活動  13 △13 

合計   512  529  △17 
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（２）福祉ボランティア基金助成配分事業＜福祉ボランティア基金事業＞ 

    ボランティアセンター登録団体又は個人が、社会福祉の向上のために行う福祉ボランテ

ィア活動に対して助成を行いました。   

 （単位：団体、円） 

 7 年度 6 年度 増減 

団体数 3 4 △1 

助成金額 327,000 305,000 22,000 

 

③人材育成 

（１）ボランティア講座の開催 

ボランティア活動に関心を持ち、ボランティア活動を始めるきっかけ作りになるようボ

ランティア養成講座を実施しました。 

   実施日 令和 7 年 8 月 2 日（土） 

   場 所 亀山市市民協働センターみらい 

内 容 わたしたちにもできる！～家族で学べる防災ボランティア教室～ 

   講 師 かめやま防災ネットワーク 近藤 保行 氏 

   参加者 17 名  

 

（２）ボランティアセンター登録ネットワーク会議 

   ボランティアセンターに登録している団体を対象に、情報提供及び意見交換、相互の交流

を目的に実施しました。 

   実施日 令和 8 年 3 月 10 日（火） 

    場  所 亀山市市民協働センターみらい  

      内  容 市民活動・ボランティアセンター「ぷらっと」の紹介 

令和 8 年度ボランティア登録、活動保険、活動団体助成事業などについて 

      参加者 14 団体 21 名 

 

④拠点機能、情報収集・発信機能 

（１）「ぷらっとカフェ 15（いこう）」の開催 

   市民活動団体・ボランティア団体並びにこれから活動を始めたい個人が、活動の現状や課

題に関する情報共有や意見交換を行うことで、活動の活性化や新たなつながりを創出すると

ともに、市民活動やボランティア活動をはじめるきっかけづくりを行うことを目的に、毎月

15 日市民協働センターみらいで「ぷらっとカフェ 15（いこう）」を開催しました。 

                                    （単位：名） 

開催日時 テーマ 参加者数 

令和 7 年 10 月 15 日（水） 
①活動や暮らしの中での困りごと 

②どんな「ぷらっと」であってほしいか 
28 

令和 7 年 11 月 15 日（土） 活動の情報発信・情報共有について 10 

令和 7 年 12 月 15 日（月） 今年の出来事について 15 
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令和 8 年 1 月 15 日（木） 今年の目標について 29 

令和 8 年 2 月 15 日（日） 活動の資金について 13 

令和 8 年 3 月 15 日（日） 協働労働について（研修） 18 

 

（２）ボランティア交流会  

   ボランティア活動者が意見交換、情報交換を行うことによって、活動の現状や課題につい

て情報を共有し、活動の活性化を図る目的に実施しました。 

実施日 令和 8 年 3 月 10 日（火） 

    場  所 亀山市市民協働センターみらい 1 階多目的ホール 

      内  容 ぷらっとカフェ 15（いこう）臨時営業（ボランティア活動者同士の意見交換会） 

      参加者 14 団体 21 名 

 

（３）ぷらっとニュースの発行 

   亀山市が市民と協働で作成している月刊情報誌「市民活動ニュース」を令和 7 年 5 月より

「ぷらっとニュース」に改称し、市民活動だけでなく新たにボランティア活動に関する情報

やイベント情報などの情報発信を行いました。 

   発行回数 月 1 回 

 

５ 災害ボランティアセンター事業 

①災害ボランティアセンター 

（１）災害ボランティアセンター設置訓練 

   亀山市災害ボランティアセンター設置・運営マニュアルに基づき、災害ボランティアセン

ターの設置訓練を実施しました。 

   実施日 令和 7 年 9 月 6 日（土） 

   場 所 総合保健福祉センター 

   内 容 事前研修、設置・運営訓練 

   講 師 公益社団法人ピースボード災害ボランティアセンター 関根 正孝 氏  

   参加者 69 名 

（社協職員 23 名、市職員等 11 名、災害ボランティア 6 名、企業 4 名、ライオンズク

ラブ 3 名、地域包括支援センター7 名、障害者総合相談支援センターあい 1 名、亀

山高等学校生徒 4 名、県・他市町社協職員 10 名） 

  

（２）三泗鈴亀ブロック社協災害時広域連携協議会 

   平時より三泗鈴亀ブロック内の市町社協の災害復興に係る取り組みを充実し、有事の際に

おいても広域的な応援体制を円滑に行えるよう三泗鈴亀ブロック社協災害時広域連携協議会

が設置され、担当者会議を実施しました。また他市町社協が実施する災害ボランティアセン

ター設置運営訓練等に参加しました。 

令和 7 年 9 月には、四日市市において大雨により床上・床下浸水被害が発生し、災害ボラ

ンティアセンターが設置され、三泗鈴亀ブロック社協職員による応援派遣を行いました。 
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  〇朝日町・川越町社会福祉協議会災害ボランティアセンター合同設置運営訓練会への参加 

   実施日 令和 7 年 11 月 30 日（日） 

   場 所 朝日町保健福祉センターさわやか村 

   参加者 本会職員 1 名 

 

〇鈴鹿市社会福祉協議会災害ボランティアセンター設置・運営訓練への参加 

   実施日 令和 8 年 1 月 24 日（土） 

   場 所 鈴鹿医療科学大学 白子キャンパス 

   参加者 本会職員 2 名 

 

〇菰野町社会福祉協議会災害ボランティアセンター設置運営訓練への参加 

   実施日 令和 8 年 2 月 15 日（日） 

   場 所 菰野町保健福祉センターけやき 

   参加者 本会職員 2 名 

 

〇四日市市災害ボランティアセンター応援派遣 

   派遣日  令和 7 年 9 月 18 日（木） 

   派遣先  四日市市総合会館 

派遣職員 地域福祉係 岡野 千佳 

 

②災害ボランティア支援センター 

   災害ボランティア支援センターを設置し、ボランティア保険の加入手続き、義援金・支援

金の募集などを行いました。台風などに伴う警報発令時に職員を配置し災害ボランティアセ

ンター設置に備えました。 

 

③亀山市総合防災訓練への参加（雨天による縮小開催のため本会の参加なし） 

   実施日 令和 7 年 10 月 26 日（日） 

   場 所 川崎小学校 

   内 容 災害ボランティアセンターの役割や取り組みの周知・啓発 
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６ 福祉教育推進事業 

①福祉教育推進助成事業 ＜共同募金配分金事業＞ 

小中学校及び高等学校における福祉教育について、各学校の総合学習での福祉授業をはじ 

め、ボランティア紹介などを行い、社会福祉への理解と関心を高めることを目的に実施しま

した。また、学校と更なる連携を図るため、モデル校を指定するとともに、保育所、幼稚園、

認定こども園に対しても地域交流等をとおして福祉の心を育んでいけるよう助成事業を行い

ました。 

・助成事業：計 1,900,000 円（＠50,000×14 校、18 園 モデル校＠100,000×2 校、1 園）  

・令和 7 年度モデル指定校、園：川崎南保育園、亀山西小学校、亀山高等学校  

（単位：校、園） 

保育所 11 
第一愛護、第二愛護、みなみ、神辺、昼生、和田、川崎南（モデ

ル園）、加太、川崎愛児、野登ルンビニ、なのはな 

幼稚園 5 亀山、亀山東、井田川、みずほ台、みずきが丘道伯 

認定こども園 3 アスレ、亀山愛児、あんぜんの丘こども園 

小学校 11 
亀山西（モデル校）、亀山東、亀山南、井田川、野登、 

川崎、神辺、昼生、白川、関、加太 

中学校 3  亀山、中部、関 

高等学校 2 亀山（モデル校）、徳風 

 

（１）モデル指定校（園）との関わり  

モデル校（園）を指定し、学校（園）と社協が協働で年間を通じてのプログラムを作成し、

下記の内容の事業を行いました。 

学校（園）名 内 容 

川崎南保育園 

・市バスに乗車し、商店街でのお買い物交流体験 

・川崎小学校１年生との交流や授業見学、触れ合い体験 

・地域の農家の方の田んぼや畑にて、田植えや稲刈り、さつまいもの苗

植えや収穫体験 

・園内の畑やプランターにて、夏野菜の栽培や収穫体験 

・収穫した葉物野菜や根菜類、さつまいも等を使用し、季節の料理を作

って収穫祭を開催 

亀山西小学校 

・地域の高齢者等への年賀状づくり（3・4 年生） 

・障がいがある方から工夫した生活や、人とのつながり等を聴いたり、

視覚障がいのある方の誘導を通して、自分たちにできることを考える

出会い学習（6 年生） 

・認知症キッズサポーター養成講座（6 年生） 

・地域まちづくり協議会の役割や取り組みについての学習及び地域の高

齢者との交流（6 年生） 

・さをり織り等の体験活動（ひまわり学級） 

・見守り隊や民生児童委員等を招待し、スポーツ集会や感謝を伝える会

を開催（6 年生） 

・保育園、幼稚園、小学校交流による招待活動（1 年生） 

・通学路等の学校美化活動や花いっぱい運動等の栽培活動（整備委員会） 
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亀山高等学校 

・高齢者施設を訪問し、自分たちで考えたレクリエーションで交流、 

手作りカレンダーをプレゼント（1 年生） 

・75 歳以上ひとり暮らし高齢者に手作りのティッシュカバーをプレゼ 

ント（2 年生） 

・いきいきサロンに訪問し、レクリエーションを実施（3 年生） 

・学校通学路清掃及び花いっぱい運動の実施（1・3 年生） 

   

（２）学校からの福祉教育依頼  

学校からの福祉教育依頼を受け、学校と社協が共にプログラムを作成し、職員が講師とし

て授業を行いました。 

実施日 学校名 内 容 

6月 19日（木） 神辺小学校（4年生） 
当事者（UD アドバイザー）との出会い・

交流 

6月 27日（金） 亀山東小学校（4年生） 
当事者（UD アドバイザー）との出会い・

交流 

10月 2日（木） 加太小学校（5年生） 
当事者（UD アドバイザー）との出会い・

交流 

10月 6日（月） 亀山東小学校（4年生） 高齢者疑似体験・車椅子体験 

10月 16日（木） 亀山南小学校（5年生） 
高齢者疑似体験・アイマスク＆イヤーマフ

体験・車椅子体験 

11月 14日（金） 昼生小学校（3・4年生） 
当事者（UD アドバイザー）との出会い・

交流 

12月 11日（木） 徳風高等学校（2年生） 
当事者（UD アドバイザー）との出会い・

交流・車椅子バスケ体験 

2月 5日（木） 川崎小学校（4年生） 
当事者（UD アドバイザー）との出会い・

交流 

3月 5日（木） 野登小学校（3・4年生） 
当事者（UD アドバイザー）との出会い・

交流 
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②夏休み中学生福祉体験教室 ＜市補助事業＞ 

夏休みの 8 月 18 日（月）から 22 日（金）［5 日間］、市内の社会福祉施設において、高齢

者や障がい者、園児の方々とふれあい・交流を通じて、福祉に対する理解を深めることを目

的に開催しました。 

（単位：名 ※延べ人数） 

亀中体験施設名 参加者 中部中体験施設 参加者 関中体験施設 参加者 

安全の里 1 愛の家ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ亀山 4 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑはなの家 5 

亀寿苑 4 うさぎ亀山介護施設 2 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽはなの家 2 

亀山老人保健施設 2 亀山愛の里ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 2 亀寿苑関ﾃﾞｲｱｯﾌﾟｾﾝﾀｰ 6 

花しょうぶ苑 9 亀寿苑川崎ﾃﾞｲｱｯﾌﾟｾﾝﾀｰ 1 華旺寿 1 

つくしの家 1 川崎愛児園 12 えん 2 

あんぜんの丘こども園 10 野登ﾙﾝﾋﾞﾆ園 9   

亀山愛児園 12 なのはな保育園 21   

計 39 計 51 計 16 

    合 計 106 

 

③街頭募金活動 

   福祉教育の推進及び地域の福祉活動を行う財源確保を目的に、市内の中学・高校生が街頭

募金活動を実施しました。  

実施日 学校名 場 所 

6 月 20 日（金） 亀山高等学校（10 名） ｵｰｸﾜ亀山店、ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭ亀山店 

7 月 4 日（金） 徳風高等学校（6 名） スーパーセンターオークワサウス亀山店 

11 月 16 日（日） 亀山高等学校（9 名） 食の祭典 

11 月 19 日（水） 関中学校（12 名） ベーシック関店 

11 月 27 日（木） 中部中学校（17 名） ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭみずほ台店、ﾍﾞｰｼｯｸ亀山店 

12 月 5 日（金） 徳風高等学校（10 名） スーパーセンターオークワサウス亀山店 

12 月 16 日（火） 亀山中学校（18 名） 亀山ショッピングセンターエコー 

1 月 24 日（土） 
亀山高等学校（11 名） 

徳風高等学校（5 名） 
亀山大市 
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７ 子育てサロン活動推進事業 

①子育てサロン助成事業＜共同募金配分金事業＞ 

   地域の身近な場所を活用し、0 歳から小学生くらいの子を持つ親子が互いに交流や情報交

換、リフレッシュできる場として集える「子育てサロン活動」に助成いたしました。 

                            （単位：箇所、円、名） 

 7 年度 6 年度 増減 助成金額 延べ参加数 

既 存 8 4 4 288,000 
3,591 

新 規 1 2 △1 36,000 

合 計 9 6 3 324,000 3,591 

 

②子育てサロン交流会  

   子育てサロンを実施している団体間において、交流を深めることでサロン活動の充実を図

るとともに、課題や取り組み状況について意見交換をすることで、サロン活動の新しい展開

への手掛かりときっかけ作りを目的に開催しました。 

    実施日 令和 8 年 2 月 28 日（土） 

     場  所 総合保健福祉センター 

     内  容 活動発表、交流会、令和 8 年度サロン活動推進助成事業説明 

    発表者 わくわく体験クラブ 前川 潤 氏 

   参加者 10 名（5 団体＋主任児童委員） 

 

８ 広報啓発事業 

①社協だよりの発行（年 4 回） 

   社会福祉協議会が行う事業をはじめ、地区福祉委員会やボランティアなどの地域における

福祉活動を市民に啓発するため、年 4 回、市内全世帯に配布いたしました。 

   第 82 号 令和 7 年 7 月 1 日 「市民活動・ボランティアセンターぷらっとについて」等 

   第 83 号 令和 7 年 10 月 1 日「じぶんノートの紹介」等 

   第 84 号 令和 8 年 1 月 1 日 「特集：あなたのそばに、福祉委員」等 

   第 85 号 令和 8 年 4 月 1 日 「子育てサロンの活動紹介」等 

 

②ホームページ・フェイスブックの運営    

   インターネットを利用して最新の情報や各種募集（助成金など）、社会福祉協議会の概要や

活動内容について情報発信を行いました。 

（単位：回） 

更新回数 7 年度 6 年度 増減 

お知らせ・新着情報 53 33 20 

フェイスブック 143 139 4 

HP アドレス  http://kameyama-shakyo.or.jp/ 

 

 

http://kameyama-shakyo.or.jp/
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③FM ラジオの情報発信    

   毎月 1 回鈴鹿 VoiceFM（78.3Mhz）にて「ラジオかめやま社協だより」に職員が出演し、本

会の活動紹介をはじめ、福祉事業についての説明や相談窓口の案内などを行いました。 

   放送日  毎月第 2 火曜日 14：20 頃から 

   出演回数 12 回（令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月） 

 

９ 各種福祉事業 

①高齢者支援 

（１）団体助成 

   ◆亀山市老人クラブ連合会    （共同募金配分金）       100,000 円 

 

 （２）歳末たすけあい援護金 ＜歳末たすけあい配分金事業＞ 

   ◆措置施設入所者（無年金）、契約施設入所者（無年金）   2 件   6,000 円 

 

②障がい児（者）支援 

 （１）団体助成 

   ◆亀山市特別支援教育振興会  （共同募金配分金）     140,000 円 

   ◆亀山親亡き後を考える会つむぐ  （共同募金配分金）      120,000円 

 

 （２）歳末たすけあい援護金 ＜歳末たすけあい配分金事業＞ 

◆特別児童扶養手当受給者    118 件     354,000 円 

◆障害児福祉手当受給者     45 件     135,000 円  

◆特別障害者手当受給者     38 件     114,000 円 

◆福祉手当受給者         1 件     3,000 円 

合計             202 件        606,000 円 

 

（３）第 46 回三家連精神保健福祉研修会（鈴鹿大会）への参画 

   ◆実行委員会への参加 5 回 

   ◆第 46 回三家連精神保健福祉研修会 

    実施日 令和 7 年 10 月 23 日（木） 

    場 所 ハヤシユナイテッド文化ホール鈴鹿 

    参加者 本会職員 3 名 

 

（４）第 71 回三重県身体障害者福祉大会への参画 

   ◆実行委員会への参加 1 回 

   ◆第 71 回三重県身体障害者福祉大会 

    実施日 令和 7 年 11 月 29 日（土） 

    場 所 ハヤシユナイテッド文化ホール鈴鹿 

    参加者 本会職員 2 名 
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③子ども・子育て支援  

 （１）団体助成 

   ◆亀山市子ども会育成者連絡協議会 （共同募金配分金）  60,000 円 

   ◆特定非営利活動法人亀っ子サポート（共同募金配分金）  100,000 円 

   ◆不登校の親の会「でんでん」   （共同募金配分金）  200,000 円 

 

（２）生活保護世帯入学祝金、修学旅行費補助＜歳末たすけあい配分金事業＞ 

◆生活保護家庭小中学校修学旅行補助          6 名   40,000 円 

 

 （３）歳末たすけあい援護金 ＜歳末たすけあい配分金事業＞ 

   ◆準援護家庭                     312 件   936,000 円 

◆施設入所児童                          3 件      9,000 円  

 

④低所得者支援  

（１）団体助成 

    ◆ジョイアス亀山  （共同募金配分金）     250,000 円 

 

（2）歳末たすけあい援護金 ＜歳末たすけあい援護事業＞ 

    ◆生活保護世帯                   188 件    589,000 円 

 

１０ 共同募金会との連絡及び協力 

①赤い羽根共同募金運動 

（単位：円、％） 

実施期間 目標額 7 年度 達成率 6 年度 増減額 前年比 

10 月～12 月 5,671,000 3,963,393 69.87 4,265,026 △301,633 92.9 

 

②歳末たすけあい募金運動 

（単位：円、％） 

実施期間 目標額 7 年度 達成率 6 年度 増減額 前年比 

10 月～12 月 2,400,000 2,461,064 100.3 2,414,742 46,322 101.9 

 

③街頭募金活動 

   運動開始日に市内駅前で街頭募金及び啓発活動を行いました。 

実施日 令和 7 年 10 月 1 日（水） 

    場 所 JR 亀山駅、井田川駅 

 

 

 

 



 

29 

④亀山市共同募金委員会運営委員会及び審査委員会の開催 

［運営委員会］ 

第 1 回 令和 7 年 5 月 16 日（金） 【書面決議】 

 ・運営委員及び審査委員の辞任に伴う後任の選任について 

第 2 回 令和 7 年 5 月 18 日（日） 【書面決議】 

 ・会長の選任について 

第 3 回 令和 7 年 6 月 13 日（金） 【出席者】運営委員 8 名 監事 2 名 

    ・令和 6 年度 事業報告及び収支決算について 

第 4 回 令和 8 年 1 月 9 日（金）   【書面決議】 

 ・運営委員及び審査委員の辞任に伴う後任の選任について 

 ・監事の辞任に伴う後任の選任について 

第 5 回 令和 8 年 3 月 16 日（月）  【出席者】運営委員 7 名 

    ・令和 8 年度 事業計画及び収支予算について 

    ・任期満了に伴う運営委員及び審査委員、並びに監事の選任について 

 

［審査委員会］ 

第 1 回 令和 7 年 6 月 13 日（金） 【出席者】審査委員 8 名 

・令和 7 年度（令和 8 年度充当）一般募金配分申請について 

・令和 7 年度歳末たすけあい募金配分申請について 

第 2 回 令和 8 年 3 月 16 日（月） 【出席者】審査委員 7 名 

 ・令和 7 年度（令和 8 年度充当）一般募金配分申請の変更について 
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3 生活支援事業【生活支援係】  

１ 総合相談事業 ＜市補助事業＞ 

①福祉なんでも相談 

 生活困窮者自立支援事業の相談窓口を活用し、福祉全般の相談を受ける「福祉なんでも相

談窓口」を開設して、複合的な福祉課題を抱える相談者に対し、支援会議を通じて適切な相

談援助を行いました。 

 

②心配ごと相談（元公証人による相談） 

市の法律相談と連携しながら、相続、遺言、金銭貸借、離婚等に関することに対して元公

証人による適切な助言、指導を行う相談とともに、日常生活上あらゆる心配ごとに応じるた

め、民生委員・児童委員及び学識経験者による心配ごと相談を毎月第 2・第 4 金曜日に開催

しました。                  （単位：日、件） 

 7 年度 6 年度 増減 

開催日数 24 24 0 

相談件数 89 94 △5 

 

③成年後見等の法律相談 

成年後見制度などの権利擁護に関する相談に対し、弁護士による適切な助言、指導を行う

ことを目的に毎月 30 日（土日祝の場合は前の平日に繰り上げ開催）に開催しました。 

                       （単位：日、件） 

 7 年度 6 年度 増減 

開催日数 12 12 0 

相談件数 37 43 △6 

 

④心配ごと相談員研修会 

   地域でさまざまな問題を抱えた世帯のニーズに応えていくために、相談員の専門知識の習 

得や関係機関との連絡・連携が不可欠になってきています。今後の心配ごと相談所活動の充

実と資質向上を図ることを目的に研修会を実施しました。 

   実施日 令和 7 年 7 月 5 日（土） 

   場 所 亀山市文化会館 中央コミュニティセンター 

   内 容 成年後見セミナーに参加［詳細については P33］ 

   参加者 相談員 8 名 
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⑤心配ごと相談所打合せ会議 

   相談員同士の意見交換や実績報告等を行うため、打合せ会議を開催しました。 

 第 1 回 第 2 回 

実施日 令和 7 年 6 月 5 日（木） 令和 7 年 12 月 17 日（水） 

場 所 総合保健福祉センター 総合保健福祉センター 

内 容 事業報告、意見交換等 事業報告、意見交換等 

参加者 7 名 8 名 

 

２ 日常生活自立支援事業  ＜県社協受託事業＞ 

   認知症高齢者や知的・精神障がいを持つ方々が地域で安心して生活することを目的に、福

祉サービス利用援助や日常的金銭管理、書類等の預かりサービスを行いました。 

   三重県社会福祉協議会から事業を受託し専門員を配置し、行政等関係機関との連携を深め、

利用者に寄り添ったサービスの提供を行いました。 

◆支援回数                    （単位：件） 

 7 年度 6 年度 増減 

認知症高齢者 142 101 41 

知的障がい者 456 397 59 

精神障がい者 544 580 △36 

その他 58 53 5 

計 1,200 1,131 69 

 

◆契約者数                    （単位：件） 

 7 年度 6 年度 増減 

認知症高齢者 5 4 1 

知的障がい者 17 16 1 

精神障がい者 17 16 1 

その他 1 2 △1 

計 40 38 2 

 

◆生活支援員関係               （単位：名、回） 

 7 年度 6 年度 増減 

生活支援員 13 13 0 

派遣回数 1,082 956 126 
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◆生活支援員研修会 

サービス提供に必要な知識及び技術の向上を図るため生活支援員を対象に研修会を実施し

ました。 

   実施日 令和 7 年 7 月 5 日（土） 

   場 所 亀山市文化会館 中央コミュニティセンター 

   内 容 成年後見セミナーに参加［詳細については P33］ 

   参加者 12 名 

 

◇日常生活自立支援事業について 

本年度は利用者の他県・他市への転居と施設入所で解約が 3 件ありましたが、新規契

約が 5 件あり、3 月末の利用者数は 40 名となりました。新規契約については、事業が関

係機関に浸透してきたことから、介護支援専門員や計画支援専門員等からの相談で利用

に繋がりました。相談者の中には、すでに認知症等が進行しており、本事業では対応で

きず成年後見制度を促すこともありました。相談者にとって必要な支援が受けられるよ

う、今後も一体的な相談支援を行っていきます。 
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３ 成年後見サポート事業  ＜市委託事業＞ 

   成年後見制度の利用促進に関する法律と、亀山市地域福祉計画（後期）に基づき中核機関

の機能を有する、成年後見サポート事業を実施しました。相談支援員を配置し、成年後見制

度の普及啓発や相談業務、利用促進のための申立支援等を行うとともに、法人後見も受任し

ました。 

①相談実績                  （単位：件） 

  7 年度 6 年度 増減 

新規相談件数 41 39 2 

延べ相談件数 266 177 89 

 

②成年後見セミナーの開催 

（市・地域包括支援センター（基幹型・第１・第２）・三重県行政書士会亀山支部共催） 

終活や相続等を介して成年後見制度への関心を高めるため、一般市民や関係機関を対象に

成年後見セミナーを開催しました。また講演終了後、三重県行政書士会亀山支部によるお困

りごと個別相談会を開催しました。 

実施日 令和 7 年 7 月 5 日（土） 

   場 所 亀山市文化会館 中央コミュニティセンター 

   演 題 「知っておきたい終活の始め方 ～自分の思いをｴﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾉｰﾄに書いてみよう～」 

   講 師 行政書士法人 優総合事務所 東 優 氏 

参加者 194 名 

お困りごと個別相談件数 6 件 

 

③金融機関との意見交換 

金融機関と福祉分野の連携強化を図ることを目的に、市と市内の金融機関を訪問し、相談

窓口の周知・広報と各支店での対応状況や連携のあり方について意見交換を行いました。成

年後見サポート事業の普及啓発とともに金融機関から対応に困っていることや現在抱えてい

る課題等を共有し、連携方法について協議、検討を進めました。金融機関に毎年訪問・啓発

することで成年後見サポート事業が認知されつつあり、金融機関から相談に繋がるケースも

ありました。 

金融機関訪問先 

  百五銀行（亀山支店） 

        三十三銀行（亀山支店） 

       東海労働金庫（亀山支店） 

       北伊勢上野信用金庫（亀山支店） 

       鈴鹿農業協同組合（亀山支店） 

       亀山郵便局、昼生郵便局、亀山駅前郵便局 

訪問期間 令和 8 年 3 月 
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④法福連携ネットワーク協議会の開催 

   司法と福祉分野との連携方法の検討や情報交換などを行うため、法福連携ネットワーク協

議会を開催しました。弁護士会、司法書士会、社会福祉士会、行政書士会、医師会等さまざ

まな分野から選出された委員に、事業の概要等についての説明を行いました。 

   実施日 令和 7 年 7 月 17 日（木） 

   場 所 総合保健福祉センター 

   内 容 事業報告、成年後見サポート(受任調整)会議の運営状況、セミナーの報告等 

   出席者 委員 10 名 

 

⑤成年後見サポート（受任調整）会議の開催 

   制度利用の申立支援を行う案件等について、弁護士会、司法書士会、社会福祉士会、行政

書士会との情報共有や、申立人及び受任候補機関の調整などを行いました。 

 

 第 1 回 第 2 回 第 3 回 

実施日 令和 7 年 7 月 28 日（月） 令和 7年 10月 8日（水） 令和 8 年 1 月 30 日(金) 

場 所 総合保健福祉センター 総合保健福祉センター 総合保健福祉センター 

受任調整件数 1 件 1 件 1 件 

出席者 委員 4 名 委員 4 名 委員 4 名 

 

⑥チーム会議の開催 

申立支援に関わった案件等について、受任後に後見活動が円滑に行われるよう、関係機関

との情報共有や役割分担を行いました。 

 

実施日 参加者 

令和 7 年 4 月 24 日（木） 
被後見人等、家族、後見人等、施設職員、 

介護支援専門員 

令和 7 年 10 月 15 日（水） 
被後見人等、後見人等、介護支援専門員、 

生活保護担当者 

 

⑦成年後見制度と相談窓口の周知・広報 

   一般市民へ事業の普及啓発を図るため、亀山市立図書館主催の法務局による自筆証書遺言

保管セミナーにて、制度の説明とエンディングノートの利用方法について周知・広報を行い

ました。 

   実施日 令和 8 年 1 月 16 日(金) 

   場 所 亀山市立図書館 

   参加者 8 名 
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⑧法人後見の受任 

   認知症、知的障がい、精神障がい等により意思決定が困難な方の判断能力を補うために、

本会が後見人等となり、被後見人等の財産管理、身上保護を行いました。 

◆法人後見実績               （単位：件） 

  7 年度 6 年度 増減 

新規受任件数 0 1 △1 

受任実件数 2 2 0 

延べ支援回数 115 117 △2 

 

４ 生活困窮者自立支援事業 ＜市委託事業＞ 

社会的孤立や経済的困窮などの課題を抱えた方への相談支援をはじめ、きめ細やかな支援

の体制づくりを行っていくことを目的に、自立相談支援事業と住居確保給付金（必須事業）、

家計改善支援事業（任意事業）と就労準備支援事業（任意事業）を実施しました。 

本年度から新たに生活保護を受給中の方に対する家計改善支援事業と就労準備支援事業も

市の生活保護担当者と連携しながら行いました。また、「福祉なんでも相談窓口」として生活

困窮者に限らず複合的な福祉課題を抱えた方からの相談に応じました。専門員を配置し、相

談者の生活課題を把握・整理し課題の解決に向け、相談者の状況に応じた包括的・伴走的な

支援を行いました。 

 

  ◆相談実績                 （単位：件） 

  7 年度 6 年度 増減 

新規相談件数 106 116 △10 

延べ相談件数 720 913 △193 

プラン作成件数 8 11 △3 

家計改善支援利用件数 2 4 △2 

就労準備支援利用件数 5(*1) 3 2 

支援終結 8 11 △3 

住居確保給付金 7 8 △1 

※うち被保護者の件数 

◆年代別構成                （単位：件） 

  7 年度 6 年度 増減 

10～20 代 13 14 △1 

30～40 代 27 38 △11 

50～60 代 37 29 8 

70 代～ 23 27 △4 

不明 6  8 △2 
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◆区分（重複あり）             （単位：名） 

   7 年度 6 年度 増減 

属 

性 

高齢者 32 32 0 

母子家庭 7 13 △6 

障がい者 15 8 7 

外国籍 16 17 △1 

その他（一般） 47 52 △5 

状 

態 

減収・失業者等 39 53 △14 

債務超過 37 24 13 

ケガ・疾病等 17 36 △19 

ひきこもり 4 3 1 

その他・不明 21 6 15 

 

◆支援会議・相談支援包括化サポート会議の開催 

   相談者に対する支援プランの適切性、進捗状況、終結時の評価等について協議するために

開催しました。必要に応じて市役所の関係部局、関係機関にも参加要請を行い連携を図りま

した。 

   開催回数：年間 12 回 

 

 ◇生活困窮者自立支援事業について 

令和 7 年度の相談件数は、昨年度より少し減少しました。窓口へ来所できない方には自宅

へ訪問させて頂き、生活状況等を詳しく伺いながら、必要な支援を行いました。新規相談に

加え、食糧支援や貸付の再相談にも多く来所されており、なかなか生活困窮状態から抜け出

せていない現状が伺えます。他機関の支援が必要な場合も多く、社協内だけでなく関係機関

とも連携して対応しています。また、就労準備支援事業については、参加支援事業で一般企

業の就労体験をしていた方が、体験受入事業所にてパート職員として正式に採用され、2 名

の方が就職することができました。今後も就労体験受入事業所の拡充に努めるなど、引き続

き事業の周知を図り、利用者の支援につなげていきます。 
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５ 貸付相談及び貸付事業  

低所得や障がいなど複合的な問題を抱えたケースが増加していることから、従来の生活福

祉資金貸付相談をはじめ多重債務相談や住宅支援相談等、より実情に応じた様々な相談に対

し、包括的かつ柔軟な対応に努めています。 

 

①生活福祉資金等貸付相談及び貸付業務 ＜県社協受託事業＞ 

   三重県社会福祉協議会が行う低所得者、高齢者、障がい者などに対する生活福祉資金の貸

付に関して業務の一部を受託し、経済的自立や生活意欲の助成促進、社会参加の促進を図り、

安定した生活を送れるよう支援することを目的に実施いたしました。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減収した方を対象とした新型コロナ特例

貸付については、失業や病気等で返済が困難な世帯には据置期間が延長される償還猶予の手

続き支援を行いました。 

さらには、フォローアップ支援事業として、未応答者や滞納者等に対し、三重県社会福祉

協議会とともに、対象者を訪問し、現在の生活状況や困りごと等の聞き取りを行い、償還猶

予や償還月額の変更手続き等を促しました。 

（単位：件） 

 7 年度 6 年度 増減 

相談件数 39 59 △20 

貸付件数 7 11 △4 

滞納者等への訪問 32 39 △7 

 

◆貸付残高件数（令和 8 年 3 月 31 日現在）        （単位：件） 

 7 年度 6 年度 増減 

総合支援資金 12 9 3 

緊急小口資金 19 22 △3 

臨時特例つなぎ資金 1 1 0 

福祉資金（その他） 35 26 9 

新型コロナ特例緊急小口資金 142 166 △24 

新型コロナ特例総合支援資金 197 198 △1 

新型コロナ特例総合支援資金延長 45 48 △3 

新型コロナ特例再貸付 82 82 0 

合計 533 552 △19 

   (償還免除：通常貸付 1 件、新型コロナ特例貸付 9 件) 
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②福祉金庫貸付業務 

   市内の生活困窮者に対して、緊急を要する資金として上限 30,000 円の貸付を行うことによ

り、円滑な社会生活を送れるようにすることを目的に貸付事業を実施いたしましたが、令和

7 年度は貸付及び償還実績はありませんでした。 

 

◆貸付残高件数（令和 8 年 3 月 31 日現在）  （単位：件、円） 

 7 年度 6 年度 増減 

貸付件数 1 1 0 

貸付残高 12,000 12,000 0 

 

６ 緊急食糧等提供事業 

   市内在住の低所得者等が、緊急的かつ一時的に生活の維持が困難となった場合に食糧等の

生活に必要な現物等を提供し、自立に向け社会生活が送れるよう支援を行いました。 

 

①生活困窮者支援緊急食糧提供事業・緊急時物品等支援事業（みえ福祉の「わ」創造事業） 

NPO セカンドハーベスト名古屋を通じて 3 週間分の食糧を 3 回まで提供しています。可能

な限り、食物アレルギーへの対応もしています。 

   また就職活動の準備のために必要なものや緊急性の高い必要な日用品を提供しています。 

（単位：件） 

 7 年度 6 年度 増減 

生活困窮者支援緊急食糧提供事業 51 73 △22 

緊急時物品等支援事業 5 8 △3 

 

②亀山市社協緊急食糧等提供事業及び災害時等備蓄品の提供 

生活にお困りの方に対し生活再建を行えるよう、食料品や日用品を提供するとともに、本

会が備蓄している災害時等備蓄品（保存用缶入りソフトパン、ビスケット、飲料水）を緊急

的かつ一時的に生活の維持が困難となった方に提供しました。 

（単位：件） 

 7 年度 6 年度 増減 

亀山市社協緊急食糧等の提供 50 44 6 

亀山市社協災害時等備蓄品の提供 17 2 15 

 

③三重県食品提供システムポータルみえ～るとの連携（県資源循環推進課事業） 

   企業等の団体から無償で提供される食品について、提供者（企業等）と受取者（フードバ

ンク活動団体等）とのマッチングをウェブ上で行い、食糧支援につなげるシステムを活用し

ています。 

提供回数  5 回 

提供食品  乾パン、缶詰、レスキューフーズ(カレー・シチュー)等 
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④生活協同組合コープみえとの連携（生活困窮者対策支援に関する協定） 

   生活協同組合コープみえとの生活困窮者対策支援に関する協定により、コープみえが取り

扱う食品や日用雑貨（キャンセル商品や在庫商品等）を無償で提供いただき、支援に活用し

ています。またコープみえが主催するイベント（つながりユース）にブース出展しました。 

提供回数  10 回 

提供物品  パックご飯、パン、缶詰、カップ麺、調味料、洗剤、トイレットペーパー等 

  ［つながりユースへの参加］  

       開催日    令和 7 年 5 月 30 日(金)、9 月 12 日(金)、12 月 12 日(金)、 

令和 8 年 3 月 13 日(金) 

    会 場  生活協同組合コープみえ鈴鹿センター  

    内 容  福祉なんでも相談、災害ボランティアセンターのパネル展示・非常用トイレ

の配布と使用方法の説明、子育てサロンの貸出遊具展示・体験等 

 

⑤公益社団法人日本非常食推進機構との連携（災害対策用備蓄物資の有効活用に関する覚書） 

   公益社団法人日本非常食推進機構と災害対策用備蓄物資の有効活用に関する覚書により、

企業等から無償で寄付される災害対策用備蓄物資（保存食）を提供者（企業等）と受取者（フ

ードバンク活動団体等）とのマッチングをウェブ上で行い、食糧支援につなげるシステムを

活用しています。 

   提供回数  6 回 

   提供物品 パックご飯、アルファ米、携帯おにぎり、菓子、非常用トイレ等 

 

⑥一般社団法人フードバンクすずかと協定書の締結 

   市内で生活困窮者等の支援活動やこども食堂の運営を行う団体等に対し、物資や支援活動

に関する情報を提供し、対象団体が行う地域の支援活動と相互連携することを目的に協定書

を締結しました。 

   締結年月日 令和 7 年 12 月 1 日（月） 

   提供回数  1 回 

   提供物品  缶詰、飲料、菓子、乾麺、調味料等 

 

7 あんしん賃貸支援事業 ＜三重県居住支援連絡会助成事業＞ 

   高齢者、障がい者世帯等の入居を受けられる民間賃貸住宅に関する情報などを提供し、住

居の安定確保と安心できる賃貸借関係の構築を目的に居住支援を行いました。 

   会議等への参加  三重県居住支援連絡会作業部会 1 回 

            住宅相談会          1 回 
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 4 地域包括支援センター事業【地域包括ケア推進係】  

１ 基幹型地域包括支援センター事業 ＜鈴鹿亀山地区広域連合委託事業＞ 

高齢者の方々が安心して暮らしていくことができるよう総合的な相談支援を行いました。ま

た、地域包括支援センターの後方支援(バックアップ)及び補完的機能の役割を担いました。 

・亀山市基幹型地域包括支援センターきずな（亀山市社会福祉協議会） 

・亀山第 1 地域包括支援センターぼたん  （安全福祉会） 

・亀山第 2 地域包括支援センターもくれん （安全福祉会） 

 

①総合相談支援 

高齢者の生活や認知症などの疾患、介護保険制度、施設入所などに関する相談や悩みのほか、

福祉や医療、生きがいなどの相談に応じました。 

◆相談件数                     (単位：件) 

 7 年度 6 年度 増減 

延べ対応件数 420 330 90 

 

②地域包括支援センター運営業務の平準化と後方支援 

（１）地域包括支援センター専門職別ワーキング 

圏域において対応にばらつきがないよう地域包括支援センターとの情報共有や話し合いの

場の設定を行いました。 

◆実施状況                          (単位：回) 

 回数 議  題 

センター長会議 12 亀山市・広域連合・各センター間の情報共有 

保健師ワーキング 12 
地域での介護予防教室についての検討、令和７年度保健

事業についての情報提供（亀山市から） 

主任介護支援専門員 

ワーキング 
12 

バイタルリンクを活用した介護支援専門員への情報提

供、ケアマネカフェの開催についての検討 

社会福祉士ワーキング 12 
多職種連携研修会への協力、高齢者虐待防止研修会につ

いての検討、鈴鹿亀山消費生活センターとの情報共有 

  

（２）地域包括支援センター（2 圏域）への支援 

地域包括支援センター（2 圏域）への支援として、困難事例に対し地域包括支援センター 

  と協働し、ケース対応や研修等を行いました。 

◆相談件数                        (単位：件) 

 7 年度 6 年度 増減 

延べ相談対応件数 26 51 △25 
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〇災害対応についての情報交換・意見交換会 

   開催日：5 月 13 日（火）、6 月 12 日（木）、8 月 1 日（金）、10 月 17 日（金） 

        1 月 15 日（木）、3 月 4 日 (水) 

    内 容：各介護予防支援事業所の BCP（事業継続計画）について・意見交換等 

 

  〇職員研修 

   開催目的：地域包括支援センター職員の資質向上 

    参 加 者：地域包括支援センター職員 

鈴鹿亀山地区広域連合・市地域福祉課高齢者支援グループ職員 

    ◆実施状況 

開 催 日 内  容 

9 月 12 日（金） 地域ケア会議の進め方の検討 

11 月 27 日（木） 担当地域の地域ケア圏域会議の開催に向けての演習 

 

（３）高齢者虐待についての周知・啓発及び対応 

虐待の防止や早期発見には、日頃の記録や苦情、ヒヤリハットの分析をリスク管理に活

かすことが重要であるため、高齢者虐待防止にあたって大切なリスクマネジメントについ

て理解を深めることを目的に、市内介護サービス事業所を対象とした研修会を開催しまし

た。また、相談、通報を受けた案件について地域包括支援センターと連携し、現地状況確

認、相談支援を行いました。あわせて市主催のコアメンバー会議等に出席し、今後の対応

と虐待認定について協議を行いました。 

 

〇令和 7 年度高齢者虐待防止研修会（オンライン開催） 

開催日：令和 8 年 1 月 20 日（火） 

講 師：一般社団法人三重県社会福祉士会 社会福祉士 市川 光智 氏 

内 容：リスクマネジメントの観点から高齢者虐待防止について考える講義および事例

検討 

参加者：＜当日参加＞ 56 事業所 63 名（地域包括支援センター職員含む） 

＜アーカイブ配信＞ 47 事業所 47 名 

 

◆虐待対応件数（重複あり）               (単位：件) 

 7 年度 6 年度 増減 

身体的虐待 6  6  0 

経済的虐待 0 2 △2 

心理的虐待   2   0 2 

性的虐待 0 0 0 

介護放棄 2 0 2 

計（実人数） 10（7）※ 8（8）※ 2 

※実人数 7 人中 3 人は虐待の事実の判断「判断できず」 
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◆虐待相談対応件数                   (単位：件) 

 7 年度 6 年度 増減 

延べ対応件数 60  69 △9 

 

（４）成年後見セミナーの開催 

（市・地域包括支援センター（基幹型・第１・第２）・三重県行政書士会亀山支部共催） 

終活や相続等を介して成年後見制度への関心を高めるため、一般市民や関係機関を対象に 

成年後見セミナーを開催しました。講演終了後、三重県行政書士会亀山支部によるお困りご

と個別相談会を開催しました。 

【再掲：詳細については P33】  

 

（５）成年後見制度と相談窓口の周知・広報 

    一般市民へ事業の普及啓発を図るため、亀山市立図書館主催の法務局による自筆証書遺

言保管セミナーにて、制度の説明とエンディングノートの利用方法について周知・広報を行

いました。 

【再掲：詳細については P34】 

 

③専門職のネットワークの構築と地域課題の把握及び地域ケア会議開催支援 

（１）専門職によるネットワークの構築と地域課題の把握 

専門職同士のネットワーク強化、地域における共通の課題の解決につなげられるよう次の

会議を開催しました。 

 

    〇亀山主任介護支援専門員連絡会の開催 

    開催目的：主任介護支援専門員の知識と経験を活かした地域の介護支援専門員のレベル

の底上げ、実力を発揮できる場作りと実践 

     参 加 者：地域包括支援センター及び主に市内の利用者を担当する居宅介護支援事業所

の主任介護支援専門員とそれに準ずる者 

◆実施状況 

開 催 日 テーマ 

7 月 10 日（木） ハラスメントを知ろう～主任介護支援専門員の役割とは～ 

11 月 13 日（木） 
ケアマネ災害への備え 

～高齢者の被災のイメージを学び 日常業務の中へ～ 

2 月 13 日（金） 亀山市立医療センターとの連携について 
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（２）地域ケア会議開催支援及び会議への出席 

地域包括支援センターが地域ケア会議を円滑に開催できるよう、関係機関の調整及び専門

的な視点で話し合えるよう支援しました。 

 

◆地域ケア個別会議 実施状況 

開 催 日 テーマ 参加者 担当包括 

5月 15日（木） 

近隣住民の支えはあるが、身寄り

のない独居男性の今後の支援につ

いて 

自治会長、民生委員・児童

委員、近隣住民、市地域福

祉課、生活支援係 

第 2 包括 

6月 19日（木） 

地域の方々と連絡体制を築き、理

解・協力を得ながら、独居生活を

継続するための支援について 

民生委員・児童委員、サロ

ン団体代表者 
第 2 包括 

3月 23日（月） 
進行性の疾患を持つ本人と支援が

必要な家族の今後について 

民生委員・児童委員、生活

介護事業所サービス管理責

任者、介護支援専門員 

第 1 包括 

 

◆地域ケア圏域会議 実施状況 

開 催 日 テーマ 参加者 担当包括 

2 月 4 日（水） 

井田川北地区における孤立リスク

の高い高齢者の現状についての情

報共有及び孤立防止の支援 

民生委員・児童委員、地域

まちづくり協議会長、ふれ

あい・いきいきサロン代表

者、ちょこボラ団体代表者 

第 1 包括 

2月 23日（月） 

白川地区における高齢者の現状に

ついての情報共有及び地域課題の

把握 

自治会長、老人クラブ会長、

地域まちづくり協議会長・

事務局長、主任児童委員、

福祉委員 

第 2 包括 

 

（３）地域の仕組みづくり及び実践 

〇能褒野町自治会における高齢者見守りネットワーク「のぼのあんしんネット」 

亀山第 1 地域包括支援センターと協力し、10 月 18 日（土）に能褒野町自治会の役員会・

組長会にて、のぼのあんしんネットの成り立ちやしくみの説明を行い、高齢者の方が行方

不明になった場合に活用できるよう改めて周知しました。 

   ※のぼのあんしんネット：令和 4 年度に構築した自治会に従来からある通信手段ＬＩＮＥ

を活用した高齢者行方不明者等の早期発見のためのしくみ 
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④介護予防の推進 

地域での介護予防活動推進のため、保健師ワーキングで内容を検討し地域のサロンにおいて

フレイル予防に関する介護予防教室を開催しました。 

 

◆ますます健康教室 実施状況                           （単位：名）           

開 催 日 対  象 地区 内 容 参加者 

11 月 12 日（水） 
ちょっと寄ってかんせ 

陽だまりサロン 
城北 

地域包括支援センターについて 

冬に向けての健康管理 
16 

3 月 11 日（水） のぼのサロン 川崎 
地域包括支援センター・介護保

険制度・転倒予防について 
14 

 

⑤自立支援型地域ケア会議の開催 ＜鈴鹿亀山地区広域連合委託事業＞ 

事業対象者や要支援者等の軽度者について、理学療法士・薬剤師・管理栄養士・歯科衛生士・ 

 生活支援コーディネーター等の多職種の視点で自立支援に資するケアマネジメントの検討を行

いました。 

 

◆実施状況 

開 催 日 テーマ 担当包括 

4 月 17 日（木） 
無理なく食事をとり、今後も楽しみのある生活を送るための支援 第 1 包括 

サービスを増やさず身体機能を維持した生活を送るための支援 第 2 包括 

6 月 19 日（木） 

痛みとうまく付き合いながら、現在の心身機能を維持するための 

支援について 
第 1 包括 

がんの再発防止や１人暮らし継続のためのアプローチについて 第 2 包括 

8 月 21 日（木） 
痛みを軽減するために、日常生活の中で行える工夫について 第 1 包括 

慢性腎不全の方が現在の心身機能を維持するための支援について 第 2 包括 

10月16日（木） 
認知面の低下があり、意欲のない方へのアプローチ方法 第 1 包括 

腰痛のある方ができるだけ自立した生活を継続するための支援 第 2 包括 

12月18日（木） 

活動的に過ごされているが、転倒・骨折を繰り返している方が 

転倒なく過ごすための日常生活の工夫 
第 1 包括 

視覚障害のある方が一人暮らしを安心して継続するための支援 第 2 包括 

2 月 19 日（木） 

歯科受診を中断している方へのアプローチ方法 第 1 包括 

COPD で呼吸苦のある方が身体機能を維持した生活を送るための

支援 
第 2 包括 
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２ 地域支援事業 ＜市委託事業＞ 

①第 1 層生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）の配置 

高齢者が住み慣れた地域で、自分らしく暮らしていけるよう本会に配置している第 1 層生活

支援コーディネーターと社会福祉法人安全福祉会に配置された第 2 層生活支援コーディネータ

ーとともに、生活支援・介護予防のしくみづくりを進めました。 

・第 1 層生活支援コーディネーター［市全域］（亀山市社会福祉協議会） 

・第 2 層生活支援コーディネーター［2 圏域］（安全福祉会） 

 

（１）地域の現状把握 

  〇地域福祉カルテの更新 

市内にある各まちづくり協議会（22 地区）を単位として人口・世帯・高齢化率のデータ

をはじめ、地域の福祉・医療・教育等の社会資源やインフォーマルな活動も含め「見える化」

を図るため、市まちづくり協働課と協働で地域福祉カルテの更新を行いました。更新にあた

り、関係機関に活用状況の確認を行うとともに、意見交換を行い、より活用してもらえるよ

う見直しを行いました。また、関係機関等に情報共有を行うため、本会ホームページに掲載

するとともに、下記関係機関へ配布しました。 

 

【配布先】                             (単位：部) 

関 係 機 関 部数 関 係 機 関 部数 

地域まちづくり協議会（福祉委員会） 22 市健康福祉部地域福祉課 1 

民生委員・児童委員、主任児童委員 97 亀山医師会 1 

市内地域包括支援センター 2 亀山歯科医師会 1 

市内居宅介護支援事業所 19 鈴鹿亀山薬剤師会 1 
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（２）サロン活動の推進 

18 団体のコミュニティサロンを訪問し、活動状況の把握を行いました。また、介護支援専門

員等が社会資源として活用できるよう、サロンの一覧を多職種連携情報共有システム（バイタ

ルリンク）や社会資源のしおりに掲載するとともに、サロンを利用したいというニーズと団体

との調整を行いました。 

〇ふれあい・いきいきサロン、コミュニティサロン活動助成事業 

＜介護予防普及啓発事業＞ 

      地域住民やボランティアが主体となって、コミュニティセンターや集会所など地域の身

近な場所を活用し、集まって過ごす「憩いの場」を作る「サロン活動」に助成しました。 

 

◆登録団体                       （単位：箇所、円、名） 

 7 年度 6 年度 増減 助成金額 延べ参加数 

高
齢
者 

既存 84 83 1 2,916,000 

24,835 新規 6 5 1 216,000 

計 90 88 2 3,132,000 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

既存 19 14 5 648,000 

5,326 新規 2 5 △3 72,000 

計 21 19 2 720,000 

合計 111 107 4 3,852,000 30,161 

   

〇ふれあい・いきいきサロン、コミュニティサロン交流会 

市内のふれあい・いきいきサロン、コミュニティサロンを実施している団体同士が活動

内容について情報交換したり、悩みを共有することで、サロン活動に新たな視点を取り入

るきっかけづくりを目的に開催しました。 

実施日：令和 8 年 3 月 11 日（水）【午前の部】10 時 00 分～11 時 30 分 

【午後の部】14 時 00 分～15 時 30 分 

※人数を半分に分けて午前・午後の 2 部制で開催 

場 所：総合保健福祉センター 

内 容；①サロン活動における介護予防について説明 

    ②情報交換「サロン活動での介護予防を意識した取り組み」 

    ③令和 8 年度事業説明等事務連絡 

参加者：73 名（午前の部：34 名 午後の部：39 名） 
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（３）住民同士の支え合い活動（ちょこボラ）の推進 

○地域まちづくり協議会への支援 

高齢化が進む中、地域で住民同士がゴミ出しや庭の草取りなどちょっとした助け合い活 

動が行えるよう「ちょこボラ」を推進しました。現在、活動されている 5 地区（昼生、井 

田川北、城北、坂下、川崎）については、会議の場に参加するなど活動状況を把握すると

ともに、市環境センターへの一般廃棄物の持ち込み方法について調整を行いました。また、

ちょこボラ活動団体を対象に交流会を開催し、情報交換を行うとともに相互の交流を深め、

活動の継続につなげました。 

新たに立ち上げを検討している地域まちづくり協議会については、ちょこボラの概要説

明や他地区の実施内容についての資料の提供等の支援を行いました。 

 

◆既存団体への支援                       （単位：回） 

活 動 先 回数 活 動 内 容 

フレンドサービス 

（昼生地区まちづくり協議会） 
2 交流会の開催 

井田川北ささえ愛たい 

（井田川北まちづくり協議会） 
5 

交流会の開催、令和 7 年度定期総会出席、活

動状況のヒアリング 

城北サポート隊 

（城北地区まちづくり協議会） 
13 

交流会の開催、市環境センターへの一般廃棄

物の持ち込み方法についての調整、定例会出

席、活動状況のヒアリング 

川崎サポート会 

（川崎地区まちづくり協議会） 
2 交流会の開催 

ええやん助け合いよろづや縁 

（坂下地区まちづくり協議会） 
3 交流会の開催、活動状況のヒアリング 

 

◆立ち上げ等に関する支援                   （単位：回） 

活 動 先 回数 活 動 内 容 

野登地区まちづくり協議会 5 

まち協会長・役員等への概要説明、既存団体

との意見交換の実施、規約や手引きの作成等

に関する情報提供 

本町地区まちづくり協議会 1 概要説明 

関南部地区まちづくり協議会 1 概要説明 
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   〇ちょこボラ活動団体交流会 

    ちょこボラ活動について情報交換を行うとともに相互の交流を深め、今後の活動の充実 

を図ることを目的に開催しました。 

開催日：令和 7 年 6 月 24 日（火） 

場 所：総合保健福祉センター 

内 容：①環境センターへのゴミの搬入等に関する説明（環境課より） 

    ②ちょこボラ活動団体の情報交換 

参加者：ちょこボラ実施 5 団体（フレンドサービス、井田川北ささえ愛たい、 

城北サポート隊、川崎サポート会、ええやん助け合いよろづや縁） 

 

（４）地域課題の把握とサービスのマッチング 

   〇川崎地区の買い物支援 

    まちづくり協議会と協力し、高齢者の買い物に関するアンケート調査を実施しました。

今後、移動スーパー等の社会資源を活用につなげていく予定です。 

     

（５）地域の情報共有と連携強化 

   〇地域ネットワーク会議（協議体）の開催 

    「地域福祉カルテ」と「高齢者のための社会資源のしおり」について、現在の利用状況

を確認するとともに関係機関と協議し、内容を見直すことで活用の促進を図りました。 

    ◆実施状況 

開 催 日 内 容 参 加 者 

5 月 22 日（木） 
アンケート内容の

検討 

市地域福祉課高齢者支援グループ、市まちづく

り協働課地域まちづくりグループ、地域包括支

援センター職員(第１・第２・基幹型)、第２層生

活支援コーディネーター 

8 月 28 日（木） 

アンケート結果の

報告、更新にむけ

ての意見交換 

地域まちづくり協議会連絡会議会長・副会長、

民生委員児童委員協議会連合会役員、居宅介護

支援事業所代表者、市地域福祉課高齢者支援グ

ループ、市まちづくり協働課地域まちづくりグ

ループ、地域包括支援センター職員(第１・第

２・基幹型)、第２層生活支援コーディネーター 

11 月 20 日（木） 
素案の提示、意見

集約 

地域まちづくり協議会連絡会議会長・副会長、

民生委員児童委員協議会連合会役員、居宅介護

支援事業所代表者、市地域福祉課高齢者支援グ

ループ、市まちづくり協働課地域まちづくりグ

ループ、地域包括支援センター職員(第１・第

２・基幹型)、第２層生活支援コーディネーター 
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②認知症地域支援推進員の配置 

認知症になっても本人の意思が尊重され、生きがいを持って住み慣れた地域で生活が続け

られるよう、認知症地域支援推進員を配置し、認知症の人やその家族を支援するとともに、

認知症支援のボランティア活動を行うチームオレンジかめやまの活動を支援するチームオレ

ンジコーディネーターとして、団体とともに認知症の正しい理解や啓発に努めました。 

 

（１）集いの場の開催 

認知症の人やその家族、地域住民や専門職などが参加でき、認知症予防のゲームや歌、創

作活動を楽しみながら、日頃の悩みや関わり方について話す場となる認知症カフェ（元気丸

カフェ）を開催しました。 

〇元気丸カフェの開催 

開催回数：12 回（毎月、第 4 金曜日開催）※12 月のみ第 3 金曜日に開催 

場  所：総合保健福祉センター 

 

（２）市民への啓発活動及びチームオレンジかめやまの活動支援 

認知症の基礎知識だけでなく、認知症について考えるきっかけ作りとなるよう、啓発活動

に取り組みました。また、これらの活動は認知症の人やその家族を支援するボランティアで

あるチームオレンジかめやまとともに行いました。 

〇出前カフェの開催 

「ボードゲームで脳の活性化」をテーマに、チームオレンジかめやまのメンバーととも

に頭を使ったゲームや体操を行いながら、チームオレンジかめやまの活動紹介を行いまし

た。 

◆実施状況                                  （単位：名） 

開 催 日 場  所 参加者 

9 月 4 日（木） 北東コミュニティセンター 3 

9 月 16 日（火） 東部コミュニティセンター  8 

9 月 17 日（水） 関北部コミュニティセンター  7 

 

〇ブックレビューの小冊子作成および展示 

認知症について考えるきっかけとなるよう認知症に関わるサポート医や三重県作業療法

士会等と亀山市立図書館が書籍の紹介を行い、それぞれの役割や活動の紹介をまとめた小

冊子を作成し、配布しました。また、9 月の認知症月間には亀山市立図書館 3 階のテーマ展

示コーナーにて認知症に関する図書と認知症カフェで作成した創作物品の展示を行いまし

た。 

展示期間：令和 7 年 8 月 23 日～9 月 18 日 
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〇周知活動 

 チームオレンジかめやまの役割や活動内容について、ラジオや講座において周知し、認

知症への関心を持つきっかけにするとともに、メンバーへの加入を促しました。 

 ◆実施状況 

開 催 日 内    容 周知場所 

9 月 2 日（火） 
認知症の取り組みおよびブックレビュ

ーの小冊子の紹介 
FM ラジオ（鈴鹿 VoiceFM） 

10 月 19 日（日） 
チームオレンジかめやまの紹介および

ブックレビューの小冊子配布 
亀山市民公開講座 

 

（３）認知症サポーター養成講座  

認知症に関する正しい知識と理解を持ち、地域や職場において認知症の人や家族を支援す

る認知症サポーターを養成しました。 

 ◆実施状況                        （単位：名） 

 開 催 日 対 象 参加者 

1 4 月 4 日（金） グループホームうさぎ亀山 11 

2 9 月 24 日（水） 亀山南小学校 5 年 17 

3 10 月 6 日（月） 亀山東小学校 4 年 1 組 26 

4 10 月 6 日（月） 亀山東小学校 4 年 2 組 27 

5 10 月 6 日（月） 亀山東小学校 4 年 3 組 25 

6 10 月 10 日（金） 白川小学校 3 年 8 

7 10 月 30 日（木） オークワ 14 

8 11 月 25 日（火） 亀山西小学校 6 年（児童の半数） 41 

9 11 月 25 日（火） 亀山西小学校 6 年（児童の半数） 42 

10 12 月 12 日（金） 一般市民 11 

11 12 月 12 日（金） 関小学校 4 年 1 組 16 

12 12 月 12 日（金） 関小学校 4 年 2 組 19 

13 12 月 18 日（木） 一般市民 19 

14 1 月 15 日（木） 加太小学校 4 年 6 

15 1 月 19 日（月）、28 日（水） 亀山高校 総合生活科 2 年 40 

16 1 月 28 日（水） 井田川小学校 4 年 110 

17 1 月 30 日（金） 福祉委員 21 

18 2 月 18 日（水） 川崎小学校 4 年・教員 69 

19 3 月 3 日（火） 昼生小学校 6 年 9 

20 3 月 10 日（火） 関中学校 1 年 A 組 22 

21 3 月 10 日（火） 関中学校 1 年 B 組 21 

22 3 月 28 日（土） 消防団 22 

合計 596 

令和 6 年度：実施回数：21 回  参加者：428 名 
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（４）認知症サポーターステップアップ研修の開催  

   認知症サポーターを対象に、実践例を交えながら認知症についてさらに詳しく学ぶ機会を

設けました。 

   実施日 令和 8 年 3 月 26 日（木） 

   場 所 総合保健福祉センター 

   講 師 田中内科医院 院長 田中 英樹 氏 

       認知症の人と家族の会三重支部亀山地区 世話人 坂倉 英樹 氏 

   参加者 9 名 

  

③認知症初期集中支援チーム員（カナリアチーム）の配置 

認知症の人や疑いのある人と家族に対して、カナリアチーム員とチーム員医師が支援につ

いて協議し、集中的・包括的な支援を行い、適切な医療や福祉サービスにつなげられるよう

支援しました。また、多くの方にカナリアチームを知っていただけるよう周知を行いました。 

（１）相談件数                    (単位：件、名) 

 7 年度 6 年度 増減 

相談件数 385 320 65 

初期集中支援チーム支援対象者数 30 23 7 

 

（２）認知症関係会議への参画 

市が主催する認知症関係会議（認知症初期集中支援チーム活動検討委員会含）に参画し、

認知症施策に関する報告や課題の評価・検討等をチーム員医師・サポート医とともに協議

しました。   

開催日：令和 7 年 6 月 16 日（月）、令和 8 年 2 月 16 日（月） 

 

（３）認知症初期集中支援チーム活動検討委員会の開催 

認知症初期集中支援チーム活動における事業進捗会議、チームの実績報告・課題の検討

意見交換などを市地域福祉課やチーム員医師・サポート医とともに協議しました。   

開催日：令和 7 年 6 月 16 日（月）、令和 8 年 2 月 16 日（月） 

    ※認知症関係会議と同日開催 

 

（４）チーム員会議の開催 

チーム員医師とケースについて情報共有し、個別ケースでの関わり方や支援について方

向性の確立と見直しを行いました。 

開催回数：12 回開催 
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（５）周知・啓発活動 

医療機関やコミュニティセンターを訪問し、チラシの設置を依頼するとともに、顔の見 

える関係づくりに努めました。また、一般企業の実施するセミナーへ参加したり、市民公 

開講座にてブースを設け、カナリアチームの役割や相談方法などの周知を行いました。 

 

〇イベント等への参加 

実 施 日 内  容 対 象 者 

4 月 23 日（水） カナリアチームの役割・相談方法の説明 古河電工の職員（40 代） 

6 月 26 日（木） カナリアチームの役割・相談方法の説明 古河電工の職員（50 代） 

10月 19日（日） 
市民公開講座にて認知症コーナーを設

置し、クイズ実施とチラシを配布 
市民公開講座来場者 

 

     

〇カナリアチーム案内チラシの配布 

配 布 先 数 

市内医療機関・歯科医院・薬局  65 機関 

地域まちづくり協議会 22 地区 

コミュニティサロン 18 団体 

 

（６）連携型認知症疾患医療センターとの連携 

〇専門職を対象とした研修の開催 

連携型認知症疾患医療センターと共催で、市内の介護サービス事業所の職員を対象に研

修会を開催しました。 

開催日：令和 8 年 2 月 26 日（木） 

場 所：青少年研修センター 

テーマ：認知症とチームケアを学ぶ 

講 師：ますずかわ神経内科クリニック 院長 真鈴川 聡 氏 

参加者：49 名 
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5 福祉サービス事業【福祉サービス事業係】  

１ 訪問介護・居宅介護事業 

①介護保険制度 

（１）訪問介護事業 

   要介護認定を申請し、要介護と認定された方に入浴、排泄、調理、洗濯など生活全般にわ

たる訪問介護を行いました。 

（単位：名、件、円、時間） 

 7 年度 6 年度 増減 

利用延べ人数 146 199 △53 

派遣延べ回数 2,582 3,058 △476 

事業収入 9,739,522 11,312,235 △1,572,713 

派遣時間数 2,153.5 2,523.5 △370 

 

 （２）介護予防・日常生活支援総合事業 

要支援及び事業対象者と認定された方に、介護予防を目的として調理、洗濯などの日常生

活上の支援を行いました。 

（単位：名、件、円、時間） 

 7 年度 6 年度 増減 

利用延べ人数 123 137 △14 

派遣延べ回数 694 729 △35 

事業収入 2,134,015 2,277,189 △143,174 

派遣時間数 678 722 △44 

 

②障害者総合支援制度 

（１）居宅介護事業 

障害福祉サービス受給者証の交付を受けた方に入浴、排泄、調理、洗濯など生活全般にわ

たる居宅介護を行いました。 

                         （単位：名、件、円、時間） 

 7 年度 6 年度 増減 

利用延べ人数 164 157 7 

派遣延べ回数 1,096 1,040 56 

事業収入 3,055,239 2,795,828 259,411 

派遣時間数 963.5 894 69.5 
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（２）同行援護事業 

   障害福祉サービス受給者証の交付を受けた視覚障がいの方に外出するための移動支援を行

いました。                   （単位：名、件、円、時間） 

 7 年度 6 年度 増減 

利用延べ人数 13 13 0 

派遣延べ回数 31 22 9 

事業収入 211,939 160,846 51,093 

派遣時間数 65.5 43.5 22 

 

③地域生活支援事業＜市委託事業＞ 

   障害福祉サービス受給者証の交付を受けた方に外出するための移動支援を行いました。 

              （単位：名、件、円、時間） 

 7 年度 6 年度 増減 

利用延べ人数 0 1 △1 

派遣延べ回数 0 1 △1 

事業収入 0 1,970 △1,970 

派遣時間数 0 1 △1 

 

２ 生活介護事業 【指定障害福祉サービス事業所「つくしの家」】 

①職員配置            （単位：名） 

職 名 つくしの家 

管理者 1 

サービス管理責任者 1 

医師（嘱託医） 1 

看護師 1 

生活支援員 
常勤 

正規 1 

非常勤    4 

非常勤（登録） 3 

 

②利用実績（定員 30 名）             （単位：名、回、円） 

 7 年度 6 年度 増減 

利用者数 34 33 1 

延べ利用人数 5,790 5,467 323 

事業収入 47,532,621 44,603,540 2,929,081 
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③創作的活動（年間行事） 

季節に応じた行事等を経験し、見識を広めることで利用者が余暇を楽しむことができるよ

う支援するとともに、様々な場面や変化に順応できる力を伸ばせるよう支援しました。 

   また、利用者個人の希望による選択外出を実施し、個々のニーズに合った外出活動を提供

しました。 

実施日 行事名 場所 

4月 4日（金） お花見ピクニック（季節の行事） 亀山公園 

5月 9日（金） フラワーアレンジメント作り（母の日プレゼント） つくしの家 

5月 28日（水） 

6月 4日（水） 

5日（木）6日（金） 

花しょうぶ見学（季節の行事） 亀山公園しょうぶ園 

6月１1日（水） バスボム（入浴剤）作り（父の日プレゼント） つくしの家 

6月 17日（火） 穴虫の郷見学 穴虫の郷 

7月 4日（金） 七夕茶会（季節の行事） つくしの家 

7月 25日（金） ファミリー交流会 つくしの家 

8月 21日（木） 夏祭り（季節の行事） つくしの家 

9月 2日（火） 選択外出（カラオケ・食事） 鈴鹿市内 

10月 3日（金） 選択外出（ドライブ・青土ダム散策） 滋賀県甲賀市 

10月 31日（金） ハロウィンパーティー（季節の行事） つくしの家 

11月 6日（木） ハイキング 鈴鹿フラワーパーク 

11月 13日（木） 選択外出（ドライブ・青山高原散策） 伊賀市内 

11月 28日（金） 選択外出（ショッピング・食事） 鈴鹿ベルシティ 

12月 4日（木） 選択外出（電車体験・食事） 津駅・ホテルバイキング 

12月 19日（金） クリスマス会（季節の行事） つくしの家 

１月 5日（月） 初詣・書初め・正月遊び（季節の行事） 亀山八幡神社・つくしの家 

1月 9日（金） 

15日（木）、22日（木） 

2月 6日（金） 

カメヤマローソクタウン見学 カメヤマローソクタウン 

3月 2日（月） ひな祭り茶会・フリー参観（季節の行事） つくしの家 

3月 6日（金） 感謝の集い つくしの家 

◆余暇活動 

軽スポーツ（ウォーキング・ストラックアウト・ボッチャ等） 

制作活動 （写真パネル・アートタイム・塗り絵等） 

◆体調チェック 

看護師によるバイタルチェック（週 1回） 
12月 18日（木） 健康診断（年 1回） 
9月 25日（木）・2月 26日（木） 嘱託医による定期健診（年 2回） 

◆避難訓練（年 2回） 

10月 29日（水） 地震発生による火災を想定した訓練・水消火器使用による訓練 
3月 25日（水）  地震発生による火災を想定した訓練・AEDの使用方法 

◆ボランティア 

11月 11日（火） 音楽クラブ （ボランティアメンバーの体調不良のため中止） 
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④調理の日 

利用者が調理に取り組むことで「食」への興味を持つとともに、少しでも“自分で出来る

こと”を増やすことで、生活能力の維持や向上を目的に取り組みました。 

実施日 内 容 

4 月 25 日（金） カップラーメン・おにぎり 

5 月 30 日（金） みたらしだんご 

6 月 27 日（金） カレーライス・サラダ 

7 月 25 日（金） バーベキュー（ファミリー交流会） 

9 月 19 日（金） お好み焼き・ご飯・味噌汁 

11 月 21 日（金） パスタ・サンドイッチ 

2 月 3 日（火） うどん作り 

2 月 13 日（金） チョコバナナ（バレンタイン喫茶） 

3 月 13 日（金） ベビーカステラ（ホワイトディ喫茶） 

 

⑤地域交流 

白川小学校や西部地区民生委員・児童委員との交流会をはじめ、中学生の職場体験の受け

入れ、中央公民館講座へ参加することで、障がい者への理解を深めていただけるよう啓発に

努めました。 

実施日 行事名 場所 

5月 20日（火） 工房えがおとの交流（スカットボール大会） つくしの家 

6月 2日（月） みつまたを愛する会との交流（みつまた植樹） つくしの家 

6月 11日（水） 中央公民館講座 ニュースポーツ参加 社会福祉センター3階 

6月 17日（火） 白川小学校との交流会（5.6年生福祉体験） つくしの家 

7月 9日（水） 中央公民館講座 ニュースポーツ参加 社会福祉センター3階 

7月 15日（火） 西部地区民生委員・児童委員との交流会 社会福祉センター3階 

8月 20日（水） 中央公民館講座 ニュースポーツ参加 社会福祉センター3階 

8月 21日（木） 中学生福祉体験教室 つくしの家 

9月 10日（水） 中央公民館講座 ニュースポーツ参加 社会福祉センター3階 

9月 10日（水） 

～9月 12日（金） 
中学生職場体験学習 つくしの家 

10月 8日（水） 中央公民館講座 ニュースポーツ参加 社会福祉センター3階 

10月 15日（水） 白川小学校との交流会（全校生徒との交流） つくしの家 

11月 12日（水） 中央公民館講座 ニュースポーツ参加 社会福祉センター3階 

12月 2日（火） 白川小学校との交流会（ふれあい集会参加） 亀山市立白川小学校 

1月 14日（水） 中央公民館講座 ニュースポーツ参加 社会福祉センター3階 
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⑥生産活動 

機能訓練の一環として、一人ひとりにあった軽作業を行い、達成感や自信が持てるよう支

援しました。        

 

 

 

 

 

 

⑦利用体験実習の受入 

卒業後の進路を考慮し体験できるよう、利用体験実習の受入を行いました。 

学校名 学年 性別 期間 

杉の子特別支援学校 

石薬師分校 
高校 2 年 男 

6 月 9 日（月）～6 月 20 日（金）【10 日間】

10 月 14 日（火）～10 月 24 日（金）【9 日間】 

杉の子特別支援学校 

石薬師分校 
高校 3 年 男 10 月 27 日（月）～10 月 31 日（金）【5 日間】 

 

⑧運営委員会の開催 

本事業所の円滑な運営を資するため、福祉サービス内容や事業計画等について、また今後

の事業運営について協議を行いました。 

 実施日 内 容 

2 月 2 日（月） 
令和 7 年度事業経過報告について 

令和 8 年度事業運営について 

 

３ 日中一時支援事業 ＜市受託事業＞ 

  障がい者等の日中における活動の場を確保し、障がい者等の家族の就労支援及び、障がい者

等を日常的に介護している家族の一時的な休息ができるよう実施しました。主に生活介護の開

所時間外の利用や、特別支援学校生徒の長期休み期間に利用がありました。 

                                （単位：名、円） 

 7 年度 6 年度 増減 

契約者数 28（うち生徒 2 名） 30（うち生徒 2 名） △2 

延べ利用人数 8 78 △70 

事業収入 47,870 126,470 △78,600 

 

 

 

 

 

 

委託先 作業内容 

（株）アシベ工芸 ろうそく箱詰め 

長田隆尚後援会 チラシ折り・封入作業 

自主作業（佐藤商店） アルミ缶つぶし 
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４ 特定・障害児相談支援事業 

  障害福祉サービス等を申請した障がい者(児)の自立した生活を支え、障がい者(児)の抱える課

題の解決や適切なサービス利用に向けて、サービス等利用計画の作成及び支給決定後の計画の

見直しを行いました。 

①特定相談支援                        （単位：名、円） 

 7 年度 6 年度 増減 

契約者数 87 77 10 

事業収入 3,883,656 3,343,514 540,142 

 

②障害児相談支援                    （単位：名、円） 

 7 年度 6 年度 増減 

契約者数 13 13 0 

事業収入 571,691 507,856 63,835 

 

５ 各種委員会等の実施  

①虐待防止委員会・身体拘束等適正化委員会 

 虐待防止・身体拘束等適正化委員会を設置し、事業所の虐待防止に向けて協議・検討を行いまし

た。 

実施日 議 題 

6月 11日（水） 今年度の取り組みについて 

3月 24日（火） 今年度の振り返りと来年度の活動について 

 

②感染対策委員会 

感染対策委員会を設置し、事業所の感染対策に向けて協議・検討を行いました。 

実施日 議 題 

6月 30日（月） 感染症備品の管理体制整備・各事業所取り組み報告 

9月 30日（火） 
感染症備品の管理体制整備・感染対策のチェックリスト作成・ 

看護師による防護服の着脱説明 

12月 25日（木） 「感染症の予防及びまん延の防止のための研修」報告 

3月 24日（火） 今年度の振り返りと来年度の活動について 

 

③介護保険サービス・障害福祉サービス事業所運営指導 

実施日  令和 7 年 10 月 22 日（水） 

    場 所  社会福祉センター 

    実施者  三重県子ども・福祉部 福祉監査課 

    対象事業 訪問介護事業所、居宅介護事業所、同行援護事業所、生活介護事業所 

    指導内容 改善事項なし 
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６ 社会福祉センターの運営  ＜市補助事業＞ 

 

◆年間利用状況〈3 階集会室〉               （単位：件、名） 

 7 年度 6 年度 増減 

利用件数 458 473 △15 

利用人数 8,031 8,927     △896 

 

◆主な工事及び修繕の執行状況】※契約金額 10 万円以上 

工事名 契約年月日 完成年月日 

空調設備修繕工事（１階事務所） 令和 7 年 7 月 10 日 令和 7 年 8 月 7 日 

網戸設置工事（1 階食堂） 令和 8 年 3 月 18 日 令和 8 年 3 月 30 日 

 

6 その他  

①関係機関への協力、参加（主なもの）               （単位：回） 

委 員 会 名 実 施 主 体 回数/年 出席者 

亀山市地域福祉推進委員会 健康福祉部 地域福祉課 2 会長 

亀山市法福連携ネットワーク協議会 健康福祉部 地域福祉課 1 会長 

亀山市地域自立支援協議会 健康福祉部 地域福祉課 2 
会長 

次長 

亀山市民生委員推薦委員会 健康福祉部 地域福祉課 3 会長 

亀山市要保護児童等・DV 対策地域協議会  子ども未来部 子ども未来課 1 会長 

亀山市総合計画審議会 政策部 政策推進課 6 会長 

共創による亀山市「交通空白」解消等 

リ・デザイン事業共創プラットフォーム 
政策部 政策推進課 2 次長 

市民活動応援制度審査検証委員会 市民文化部 まちづくり協働課 4 次長 

介護認定審査会 鈴鹿亀山地区広域連合 20 次長 

介護保険運営委員会 鈴鹿亀山地区広域連合 3 局長 

三重県社会福祉協議会役員会及び理事会 三重県社会福祉協議会 1 会長 

みえ福祉の「わ」創造事業監査及び運営委

員会 
三重県社会福祉協議会 5 局長 

亀山市共同募金運営委員会及び審査委

員会 
亀山市共同募金委員会 5 

会長 

局長 

社会を明るくする運動亀山市推進委員会 
社会を明るくする運動亀山市推進

委員会 
1 

会長 

局長 

亀山市スポーツ協会監査及び通常総会 亀山市スポーツ協会 2 局長 
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生活支援係 

福祉サービス事業係 

地域包括ケア推進係 

地域福祉係 

総 務 係 

理 事   

 会 長  1 名 

 副会長  2 名 

 常務理事 1 名  

 理 事  6 名 

 

監 事   2 名 

評議員 14 名 

社会福祉法人亀山市社会福祉協議会 組織・事務機構図 【令和 8 年 3 月 31 日現在】 

・理事会及び評議員会 

・職員の人事、給与 

・定款、規則及び諸規程等 

・公印及び資産の管理 

・予算、決算及び会計事務、契約、寄付金等 

・文書の収受及び保管等 

・情報公開 

・関係機関との連絡調整 

・社会福祉大会事業 

・福祉移送サービス事業 

・団体事務（老人クラブ連合会、更生保護女性会、遺族会） 

・会員制度の啓発及び推進 

・日本赤十字社との連絡及び協力 

・福祉機器の貸出 

・亀山市社会福祉法人連絡会事務局 

・その他庶務に関すること 

・社会福祉事業の調査、企画、立案 

・地域福祉活動計画 

・福祉委員及び福祉委員会 

・福祉教育の推進 

・サロン活動の推進 

・ボランティアセンター事業 

・広報啓発事業 

・各種福祉サービス事業 

・行政機関及び関係団体からの受託事業 

・老人福祉、児童福祉、障がい者福祉及び母子福祉 

・共同募金会との連絡及び協力 

・団体事務（民生委員児童委員協議会連合会） 

・地域包括ケアシステムの推進 

・地域包括支援センターの運営 

・生活支援体制整備事業 

・認知症総合支援事業 

・訪問介護事業所 

・介護予防訪問介護事業所 

・障害者指定居宅介護事業所 

・障害者指定同行援護事業所 

・指定生活介護事業所つくしの家 

・指定特定相談支援事業所 

・指定障害児相談支援事業所 

・亀山市社会福祉センターの管理 

・福祉総合相談 

・心配ごと相談所及び各種相談所の運営 

・日常生活自立支援事業 

・生活福祉資金及び福祉金庫 

・生活困窮者自立支援事業 

・成年後見事業 

亀
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